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1. は じ め に

わが国固有の樹種およびわが国に普通に植栽されている外国産樹種について,高木から低木さらには

つる植物に至るまで,木材の顕微鏡的特徴ならびにそれらの3断面の顕微鏡写真を ｢日本産広葉樹材の

解剖学的記載 Ⅰ～ⅠⅠⅠ｣1~3)として本誌に連載してきた｡本稿では,さらにウルシ科からウコギ科までの29科

56属109種に及ぶ樹種についての報告をおこなう｡

樹種識別上の特徴の記載ならびに顕微鏡写真撮影にあたっては,筆者の所属する京都大学木質科学研

究所に所蔵するプレパラー トを用いたが,プレパラー トを所蔵していない樹種については同研究所材鑑

調査室所蔵の材標本ならびに東京大学農学部森林植物学研究室所蔵の材標本から作製した多 くのプレパ

ラー トを用いた｡また,解剖学的記載にあたっては,第 Ⅰ～ⅠⅠⅠ報 と同様の文献を参考にした｡なお,檀

木の学名ならびに分類,各樹種の性質や分布範囲の記載については基本的に北村四郎 ･村田 源著 ｢原

色日本植物図鑑,木本編 Ⅰ,ⅠⅠ｣4)を参考にしたが,必要に応じて佐竹義輔 ･原 寛 ･亘理俊次 ･冨成忠

夫編 ｢日本の野生植物,木本 Ⅰ,ⅠI｣5)を参考にした｡また,木材の用途の記載に際しては ｢木材の工垂的

利用｣6)や林 弥栄著 ｢有用樹木図説 林木編｣7)を参考にした｡
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ウルシ科 (Anacardiaceae)

チャンテンモ ドキ属 (ChoerospondiasB.L BurttetA.W.Hill)

チャンチンモ ドキ (Choerospondiasam'llarisB.L.BurttetA.W.Hill)(写真58頁)

環孔材｡直径200-300/Jmの道管がト3列の孔圏を構成するが配列は密でない｡孔圏外道管は直径が小さ

く,数個が塊状 となってほとんど均等に配列する｡道管は単独および2-3個複合し,年輪の外境では3-10

個余 りが塊状あるいは群状に接線方向に複合して長 く伸びる傾向がある｡道管は単穿孔を有し,内腔に

チロースがみられる｡道管側壁に交互壁孔｡顕著な隔壁木繊維が存在する｡軸方向柔細胞は周囲状 とな

る｡年輪界に沿って 1列の軸方向柔細胞が接線方向に長 く連なる｡道管放射組織間壁孔は大型のやや疎

らなふるい状｡放射組織は異性ⅠⅠⅠおよびⅠⅠ型で1-5列となり,高さは1mm以下 となる｡さや細胞がみら

れる｡放射組織中に多数の大型の結晶が存在する｡放射組織に水平細胞間道がみられることが本種の大

きな特徴 となる｡

分布範囲は暖帯から亜熱帯｡九州 (鹿児島県,熊本県),中国 (広東,四川,雲南),タイ,ヒマラヤ

(ネパールまで)に分布する｡暖地の山中にまれに生える雌雄異株の落葉高木｡成長は早い.日本の鮮

新世から果実の遺体が出土する｡

ウルシ属 (RhusL.)

ヌルデ (RhusjauanicaL.)(写真59頁)

環孔材｡道管の直径は100-2001̀mで,孔圏部から孔圏外に向かって徐々に減じる｡孔圏部の道管は単

独あるいは2-4個複合し,孔圏外では年輪界に近づくにつれて小道管が大きい集団をなして接線方向ある

いは斜線方向に短 く連なって配列する｡道管は単穿孔を有し,小道管にはらせん肥厚がみられる｡孔圏

部の道管はしばしばチロースによって充填されている｡軸方向柔細胞は周囲状｡道管放射組織間壁孔は

中型のふるい状ないしレンズ状で単壁孔｡放射組織は異性Hl型でト4列,高さは1mm以下となる｡まれ

に放射柔細胞に結晶が存在する｡

分布範囲は温帯から熱帯｡北海道,本州,四国,九州,琉球,台湾,朝鮮,中国,満州,ヒマラヤ,

インド,インドシナに分布する｡山野に普通にみられる落葉小木｡辺材は灰白ないし帯紅黄白色,心材

は黄褐ないし黄色｡肌目は粗い｡重さおよび強さは中庸｡耐朽 ･保存性はさほど高 くないが,吸水しに

くい｡材は器具 (箱,漁網の浮子,せん作,下駄,小細工),護摩木,椎茸原木に用いる｡樹皮から染

料,葉の五倍子からタンニン,実から蟻がとれる｡

ハゼノキ (RhussuccedaneaL.)(写真60貢)

散孔材｡年輪界はやや不明瞭｡大きい道管は直径70-150/Jmで,ほぼ単独であるが,3-6個放射方向に

複合した小さい道管がところどころに分布する｡道管は単穿孔を有し,壁はやや厚い｡道管内腔にチロ

ースがみられる｡隔壁木繊維が存在する｡道管放射組織間壁孔は大型でしばしば棚状ないしレンズ状 と
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なり,単壁孔｡放射組織は異性ⅠⅠⅠ型で1-2列 となり,高さは0.5mm以下 となる｡放射組織に結晶が存在す

る｡

分布範囲は暖帯から熱帯｡本州(関東以西),四国,九州,琉球,小笠原,台湾,中国,ヒマラヤ,タ

イ,インドシナに分布する｡暖地に野生化 した落葉小木｡

ヤマウルシ (RhustrichocaゆaMiquel)(写真61頁)

環孔材｡孔圏道管は300〝mに達し,孔圏の幅は5-6列 ときわめて広い｡孔圏外の道管は非常に小さく,

ほぼ単独で, ときに4-5個複合して分布する｡道管は単穿孔を有 し,内腔にはチロースが豊富にみられ

る｡道管側壁に交互壁孔｡小道管の内壁にはらせん肥厚が存在する｡道管放射組織間壁孔は大型で,ふ

るい状ないしレンズ状を呈 し,単壁孔 となる｡軸方向柔細胞は周囲状｡放射組織は異性ⅠⅠⅠ型でト2列まれ

に3列,高さは1mm以下 となる｡放射柔細胞に結晶がみられる｡ビスフレックが存在する｡

分布範囲は温帯から暖帯｡南千島,北海道,本州,四国,九州,朝鮮,中国大陸に分布する｡山地に

普通にみられる落葉小木｡辺材は白ないし灰白色,心材は鮮黄色｡肌目は粗い｡重さ中庸で,やや弱 く

脆い材｡用途 としてはわずかに杭や小細工に用いる程度｡漆液はとるにたらない｡

ウルシ (RhusuernicljluaStockes)(写真62頁)

環孔材｡孔圏道管は多列 (5-8列)で,孔圏外へ移行するにつれて直径を減ずる｡孔圏外の道管は均等

に配列するが,年輪界付近はやや群状に複合する傾向がある｡道管は単穿孔を有する｡小道管にらせん

肥厚がみられる｡軸方向柔細胞は 1列のター ミナル状ないし周囲状 となる｡放射組織は異性で通常1-3

列,高さは1mm以下 となる｡放射組織の縁辺の細胞は直立し,しばしば結晶を有する｡

分布範囲は暖帯から温帯｡本州,四国,九州,北海道まで栽培する｡原産地は中国とヒマラヤ｡山地

に栽培される落葉高木｡漆液採取の目的で植栽されることはいうまでもないが,材は建築(建具),器具

(寄木細工,木象駿,浮子,弓の側木,箱,桶樽,味噌樽,柄,磨,下駄),土木,せん作,薪などに用

いる｡

ヤマハゼ (RhussyluestrisSieb.etZucc.)(写真63頁)

散孔材｡道管の直径は30-150JJmの範囲に分布するが,通常100/Jmのやや大きめの道管が単独ないし

2-10個複合して,きわめて疎 らなト2列の孔圏様配列を示す｡年輪の外境では道管の分布･直径 とも減少

する｡道管は単穿孔を有 し,内腔にチロースをもつ｡軸方向柔細胞は2-4層のターミナル状の他に周囲状

および散在状｡隔壁木繊維が存在する｡道管放射組織間壁孔は中型から大型でふるい状ないしレンズ状

となる｡放射組織は異性で1-2列,高さは0.5mm以下 となる｡放射柔細胞に結晶が認められる｡ビスフレ

ックが存在する｡

分布範囲は暖帯から亜熱帯｡本州 (東海道以西),四国,九州,琉球,朝鮮,台湾,中国に分布する｡

山中に生える落葉小高木｡辺材は淡灰白色,心材は鮮黄色｡肌目はやや粗い｡材質 ･用途はヤマウルシ

に準ずる｡

ランシンポク属 (PistaciaL)

ランシンポク (PistaciachinensisBunge)(写真64頁)

散孔材｡直径50-300FLmの大小の道管が混在する.環孔性を帯び,年輪の始めの道管はやや大きく1-2

列で,多 くは単独でみられる｡年輪後半部では道管は斜線方向,塊状,放射方向に小さい集団をなして

配列する｡道管は単穿孔を有 し,チロースが顕著である｡道管の内壁にはらせん肥厚,側壁には交互壁

孔がみられる｡木繊維の壁は厚い｡軸方向柔細胞は周囲状ないし散在状｡道管放射組織間壁孔はふるい
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状｡放射組織は異性ⅠⅠⅠ型でト5列となり,高さは0.5mm以下となる｡直立細胞にしばしば結晶を有する｡

放射組織に大形の水平細胞間道がみられることが大きな特徴 となる｡

中国,台湾,フィリピン原産で,日本には大正時代に渡来｡種子を食用として利用する落葉高木で,

とくに乾燥地を好む｡中国ではかって進士に及第した者に授ける第を作った樹 として有名｡材は杖や碁

盤に用いる｡

カエデ科 (Aceraceae)

カエデ属 (AcerL)

日本産カエデ属 (Acer)の樹種は非常に多 く,それらの材の組織構造はよく似ているが,放射組織の

幅の広さによっておおよそ三つのグループに分けられる｡

なお,カエデ属の樹種に共通して,木繊維の壁厚の違いにより,特徴的な紋様を示す｡

メグスリノキ (AcernikoenseMaxim.)(写真65頁)

散孔材｡道管は直径30-80/Jmで,単独で疎らに分布するほか,2-6個 ときには10個複合する｡道管は単

穿孔を有し,内壁にはらせん肥厚がみられる｡道管内腔には着色物質が詰まる｡道管側壁に交互壁孔｡

軸方向柔細胞は散在柔組織ないしターミナル柔組織を構成し,一部は多室結晶細胞 となる｡年輪界にみ

られる結晶はそれ以外の結晶よりも小さい｡道管放射組織間壁孔は中型でふるい状｡放射組織は同性で

1-6列となり,高さは1mm以下となる｡ビスフレックが存在する｡

分布範囲は温帯｡本州,四国,九州に分布する｡山地に生える落葉高木｡材は器具として利用し,莱

は煎じて洗顔用とする｡

チドリノキ (ヤマシバカエデ)(Acercaゆimfolium Sieb.etZucc.)t写 真66頁)

散孔材｡道管の直径は30-80JJmで,単独ないし2-5個が放射方向に複合する｡道管は単穿孔を有し,内

壁にはらせん肥厚がみられる｡道管の側壁に交互壁孔がみられる｡軸方向柔細胞はターミナル柔組織を

構成し,ときに多室結晶細胞 となる｡木繊維は壁厚の違いでカエデ属特有の模様をつくる｡道管放射組

織間壁孔は中型のふるい状｡放射組織は同性で1-5列のものが多 く分布する中に,10-20列以上のものが

散在し,高さは1mm以下となる｡

分布範囲は温帯および暖帯上部｡本州,四国,九州の谷間に普通にみられる落葉高木｡材は装飾用の

建築,器具,彫刻,せん作に用いる｡

コハウチワカエデ (Acersieboldianum Miq.)(写真67頁)

散孔材｡道管の直径は30-80〟mで,単独ないし2-4個放射方向に複合する｡道管は単穿孔を有し,内壁

にはらせん肥厚がみられる｡木繊維がカエデ属特有の模様をつくる｡道管放射組織間壁孔は大きめのふ

るい状 となる｡放射組織は同性で1-5列 となり,高さは1mm以下 となる｡

分布範囲は温帯｡北海道,本州,四国,九州の山地に生える落葉高木｡葉の化石が栃木県塩原の更新

世にあたる地層からでる｡材は器具,せん作,薪炭に用いる｡

ハウチワカエデ (AcerjaPonicum Thumb.)(写真68頁)

散孔材｡道管の直径は30-80/Jmで,年輪始めに接線方向に連なり,ほぼ単独 ときに2-4個放射方向に複

合する｡道管は単穿孔を有し,内壁にらせん肥厚がみられる｡チロースが存在する｡道管側壁に交互壁

孔｡木繊維は壁厚の違いによりカエデ属特有の不規則な模様をつくる｡道管放射組織間壁孔は中型のふ

るい状で有縁 となる｡放射組織は同性で1-4列となり,高さは1mm以下となる｡
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分布範囲は温帯｡北海道,本州に分布する｡山地に普通にみられる落葉高木｡葉の化石が栃木県塩原

の更新世にあたる地層から産出する｡材は器具,建築,彫刻,船舶,薪炭に用いる｡

ヤマモミジ (AcerpalmatumThunb.subsp.matsumuraeKoiz.)(写真69頁)

散孔材｡道管の直径は30-80/Jmでほぼ単独,ときに2-4個放射方向に複合する｡道管は単穿孔を有し,

側壁には交互壁孔がみられる｡道管内壁にはらせん肥厚がみられる｡厚壁木繊維 と薄壁木繊維の分布の

違いにより,カエデ属特有の不規則な模様を呈する｡道管放射組織間壁孔は中型でふるい状で,有縁壁

孔となる｡放射組織は同性で1-5列となり,高さは1mm以下となる｡

分布範囲は温帯｡本州 (近畿地方北部以東の日本海側)に分布する｡材は建築,器具,機械,楽器に

用いる｡

クロビイタヤ (AcermiyabeiMaxim.)(写真70貢)

散孔材｡直径100FEm前後の道管が単独ないし2-4個放射方向に複合する｡道管は単穿孔を有し,内壁に

はらせん肥厚がみられる｡道管放射組織間壁孔は中型のふるい状で有縁壁孔となり多数みられる｡放射

組織は同性で1-4列 となり,高さは1mm以下 となる｡

分布範囲は温帯｡北海道,本州 (奥羽地方,中部地方)の山地に生えるややまれな高木｡材は建築,

器具,船舶に用いる｡

イタヤカエデ (AcermonoMaxim.subsp.marmwatumKitamura)(写真71頁)

散孔材｡道管の直径は50-120/Jmで,単独ないし2-3個放射方向に複合して均等に分布する｡道管は単

穿孔を有し,内壁にはらせん肥厚がみられる｡木繊維が横断面でカエデ属に特有の模様をつくる｡軸方

向柔細胞はターミナル状 となり,多室結晶細胞 となる｡道管放射組織間壁孔は中型のふるい状で有縁 と

なり,多数みられる｡放射組織は同性でト7列,高さはほとんどが 1mm以下であるが,ときに1mmを越

える｡ビスフレックがみられる｡

分布範囲は温帯および暖帯｡本州,四国,九州に自生する落葉高木｡秋田県から富山県には分布しな

い｡わが国固有種｡辺 ･心材の区別なく,ともに紅白ないし淡紅褐色｡肌目･木理は撤密｡やや重 く,

やや強靭かつ堅硬な材｡耐朽 ･保存性は中庸｡材は建築 (柱,内部造作),家具 (とくに洋家具),器具

(柄,刀の束 と鞠,杓子,槌,農具,漆器木地,木型,盆,箱,指物),運道具 (バット,スキーの板,

ボーリング場のフローリング),楽器 (ヴァイオリンの背板),土木 (枕木),船舶･車両 (内部造作),せ

ん作,彫刻,薪炭に用いる｡

カラコギカエデ (AcerginnalaMaxim.)(写真72頁)

散孔材｡道管は直径70-80/̀mでほぼ単独,ときに2-4個放射方向に複合する｡道管は単穿孔を有し,内

壁にらせん肥厚がみられる｡道管側壁には交互壁孔が存在する｡道管放射組織間壁孔はやや大きくふる

い状で多数みられる｡放射組織は同性で,ト3列 となり,高さは1mmを越える｡

分布範囲は温帯および暖帯｡北海道,本州,四国,九州,朝鮮,中国大陸東北部,東シベリアの湿地

に生える落葉小高木｡材は器具材に用いる｡

テツカエデ (Acernipponicum Hara)(写真73頁)

散孔材｡道管は直径30-100/Jmで,単独で分布するものが多いが2-5個放射方向に複合するものもみら

れる｡道管は単穿孔を有し,内壁にはらせん肥厚がみられる｡道管放射組織間壁孔は中型でふるい状｡

軸方向柔細胞はターミナル状｡放射組織は同性で1-8列 となり,高さは1mm以下 となる｡
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分布範囲は温帯｡本州,四国,九州の山地に生える落葉高木｡材は工芸,経木,管,玩具に用いる｡

オガラバナ (AcerukurunduenseTrautv.etMeyer)(写真74頁)

散孔材｡直径40-1001仰 の道管がほぼ単独,ときに2-4個放射方向に複合する｡道管側壁に交互壁孔｡

らせん肥厚がみられる｡木繊維は壁厚の違いによりカエデ属特有の不規則な模様をつくる｡軸方向柔細

胞はターミナル状 となり,一部道管に接する｡道管放射組織間壁孔は中型のふるい状｡放射組織は同性

でト4列,高さ1mm以下となる｡

分布範囲は温帯上部｡北海道,本州(奈良県以北),朝鮮,サハリン.,中国大陸東北部,東シベ リアの

山地に生える落葉小高木｡材は建築,器具,彫刻,せん作,薪炭に用いる｡

ウリハダカエデ (Acerrufl'nerueSieb.etZucc.)(写真75頁)

散孔材｡道管の直径は30-90/∠mで単独ないし2-4個放射方向に複合する｡道管は単穿孔を有し,内壁に

らせん肥厚がみられる｡チロースが存在する｡道管側壁に交互壁孔がみられる｡木繊維はカエデ属特有

の模様を呈する｡道管放射組織間壁孔は中型のふるい状で有縁となる｡放射組織は同性で1-3列まれに4

列で,高さは1mm以下となる｡

分布範囲は温帯および暖帯｡本州,四国,九州の山地に普通にみられる落葉高木｡葉や果実の化石が

宮城県の上部中新統の地層から,葉の化石が栃木県塩原の更新世の地層から産出する｡材は建築,器具,

せん作,経木,に利用され,皮は縄や蓑を作るのに使う｡

ウリカエデ (メウリノキ)(Acerc71ataeglfolium Sieb.etZucc.)(写真76頁)

散孔材｡道管の直径は30170pmで,ほぼ単独ないし2-4個放射方向に複合する｡木繊維が壁厚の違いに

よりカエデ属特有の模様をつくる｡道管は単穿孔を有し,内壁にはらせん肥厚がみられる｡道管側壁に

交互壁孔｡軸方向柔細胞はわずかに道管に接してみられる｡道管放射組織間壁孔は中型のふるい状で有

縁となる｡放射組織は同性でト2列 ときに3列と狭 く,高さは0.5mm以下となる｡単列放射組織の占有率

が高い｡

分布範囲は暖帯｡本州(福島県以南),四国,九州に分布する落葉小高木｡材は器具,せん作に利用さ

れ,樹皮は製紙用糊 とする｡

アサノハカエデ (AceraygutumMaxim.)(写真77頁)

散孔材｡直径30-80JHnの道管が均等に分布し,単独ないし2-4個放射方向に複合する｡道管は単穿孔を

有する｡道管は側壁に交互壁孔,内壁にらせん肥厚を有する｡木繊維の壁厚の違いにより木口面でカエ

デ属特有の不規則な模様をつくるO軸方向柔細胞はターミナル状 となり,一部は道管に接して分布する｡

道管放射組織間壁孔は中型のふるい状｡放射組織は同性でト5列となり,高さは1mm以下となる｡ビス

フレックが存在する｡

分布範囲は温帯｡本州(福島県以南),四国の山地に生える落葉小高木｡材は器具,楽器,薪炭などに

用い,樹液から砂糖がとれる｡

ムタロジ科 (Sapindaceae)

ムクロジ属 (SapindusL.)

ムクロジ (SapindusmukorossiGaertn.)(写真78頁)

環孔材｡孔圏道管は多列 (通常2-3列)で,直径は150-250/Jmに達する｡孔圏外の小道管は単独のも

の,2-3個放射方向に複合するものからなるが年輪界付近では直径20-3Opmの小道管が多数塊状に複合
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する｡道管は単穿孔を有し,小道管の内壁にはらせん肥厚がみられる｡道管側壁に交互壁孔がみられる｡

なお,道管中には黄色の着色物質が詰まる｡軸方向柔細胞は孔圏に近い部分では周囲状ないし翼状を示

すが年輪外境では連合翼状から帯状 となり接線方向に不規則につながり,結晶を有する｡道管放射組織

間壁孔は小型のふるい状で,有縁となる｡放射組織は同性でト3列,高さは1mm以下となる｡

分布範囲は暖帯から亜熱帯｡本州 (中部以西),四国,九州,済州島,琉球,台湾,中国,ネパール,

インドに分布する落葉高木｡辺材は淡黄白色,心材は黄白ないし淡黄褐色｡肌目はやや微密｡概 してや

や軽軟で脆弱な材｡材は器具 (箱,下駄,木象蕨),家具 (机)などに,外果皮はサポニンを含み洗濯用

に,種子は念珠用に使われる｡

トチノキ科 (Hippocastanaceae)

トチノキ属 (AesculusL.)

トチノキ (AesculusturbinataBlume)(写真79頁)

散孔材｡道管は直径30-70JLmで,単独ないし放射方向に4-5個複合して分布する｡道管は直径,分布数

とも年輪の中央部で大きく,年輪界近辺で小さくなる傾向がある｡道管は単穿孔を有し,内壁にはらせ

ん肥厚がみられる｡道管側壁に交互壁孔｡道管放射組織間壁孔は中型のふるい状で有縁となる｡軸方向

柔細胞は1-2列のターミナル状に配列する｡放射組織は単列同性で,高さは0.5mm以下で層階状配列を示

す｡

分布範囲は温帯｡北海道,本州,四国,九州に分布する｡深山の谷間に多い落葉高木｡辺 ･心材の区

別不明瞭でともに帯紅黄白色ないし淡黄褐色｡肌目は微密で,しばしば波状杢 ･縮み杢などが現れる｡

概 して弱 く,軟らかい材｡耐朽･保存性は低い｡材は建築 (内部造作,天井板,鴨居,床板など),家具

(洋家具),器具 (箱,寄木細工,木象蕨,碁盤,張板,和紙の乾燥板,ブラシの背板,漆器木地,火

鉢,臼,杓子,しゃもじ,木魚,指物,額縁,下駄,マッチ軸木),楽器 (ヴァイオリンの背板),土木,

船舶 (船具,丸木舟),合板 (とくに杢板合板の表板),彫刻 (梶,盆,木鉢)に用いる｡実は晒して食

用とする｡

アワプキ科 (Sabiaceae)

アワプキ属 (MeliosmaBlume)

サクノキ (MeliosmahachljoensisNakai)(写真80頁)

散孔材｡年輪始めの道管の直径は200/Jmに達する｡年輪後半では道管は2-8個がやや丸 く塊状に複合

し,これらがまばらに分布する｡道管は単穿孔を有するがときに階段穿孔もみられ,階段数は少なく10

以内｡道管側壁に交互壁孔｡隔壁木繊維が存在する｡軸方向柔細胞は道管に接してみられる｡道管放射

組織間壁孔は中型のふるい状で単壁孔となる｡放射組織は同性でト10列 となり,高さは2mm以下 とな

る｡大型の平伏細胞からなる｡柾目面でみた道管要素の中央にまれに単穿孔が存在する｡

分布範囲は暖帯南部｡伊豆七島に分布する｡

ヤマビワ (MeliosmarigidaSieb.etZucc_)(写真81頁)

散孔材｡道管の直径は120/Jm以下で,ほぼ単独 ときに2-4個放射方向に複合する｡道管は階段穿孔,と

きに網状 (ふるい状)穿孔となり,階段数は10以内で太い｡道管の内壁にはらせん肥厚がみられる｡道

管側壁に交互壁孔｡軸方向柔細胞は短接線状および散在状 となる｡道管放射組織間壁孔は小型ないし中

型のふるい状で有縁 となる｡放射組織は混在型で1-3列 となり,高さはきわめて高 く3mmを越える｡放

射組織に結晶がみられる｡ビスフレックが存在する｡

分布範囲は暖帯｡本州(伊豆半島以西),四国,九州,琉球,台湾,中国に分布する｡山地に生える常
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緑の小高木｡日本の鮮新銃から種子の遺体が産出する｡伊勢神宮ではヒノキとの摩擦によって発火具と

する｡材は器具 (担棒,柄,管,砂糖樽など),椎茸ほだ木,薪炭に用いる｡

アワブキ (MeliosmamyrianthaSieb.etZucc.)(写真82頁)

散孔材｡道管は直径50-120/爪 で,単独ないしは軸方向柔細胞を間に挟んで2-4個放射方向に複合す

る｡道管はやや厚壁で角張る傾向がある｡道管は単穿孔ないし階段穿孔で,階段数は少なく10以下で,

階段は太い｡道管に微弱ならせん肥厚がみられる｡軸方向柔細胞は顕著な周囲状およびターミナル状に

配列する｡道管放射組織間壁孔は小型のふるい状で有縁壁孔となる｡放射組織は混在型で1-4列,1-3mm

に達する｡放射柔細胞に結晶が存在する｡

分布範囲は暖帯｡本州,四国,九州,朝鮮に分布する｡山地に普通にみられる落葉高木｡辺 ･心材の

区別なくともに淡紅ないし黄褐色｡肌冒 ･木理 ともにやや粗い｡重さ,強さいずれも中庸｡材は小細工,

薪炭に用いる程度で特記すべき用途はない｡

ミヤマハハソ (MeliosmatenuisMaxim.)(写真83頁)

散孔材｡直径30-90FLmの道管が単独ないし2-10個不規則に複合する｡晩材部の木繊維壁は厚い｡道管

は階段穿孔を有し,階段数は40以上で,間隔の広い階段穿孔と狭い階段穿孔の2種類がみられる｡道管

側壁に交互壁孔｡道管放射組織間壁孔は小型のふるい状｡厚壁のチロースがみられる｡放射組織は混在

型でト3列 となり,ほとんど方形細胞 と直立細胞からなり,平伏細胞はみらjlない｡放射組織の高さは3

mm以下となる｡

分布範囲は暖帯から温帯｡本州,四国,九州,中国地方の山地に生える落葉小高木｡材は篭の線材に

用いる｡

モチノキ科 (Aquifoliaceae)

モチノキ属 (IlexL.)

モチノキ亜属 (Subgen.Ilex,Subgen.AquifoliumGray)

モチノキ節 (Sect.flex,Sect.Aquifolium Maxim.)

タラヨウ (IlexlatlfoliaThunb.)(写真84頁)

散孔材｡道管は直径50FLm以下で,2-20個が放射方向に複合する｡年輪の内境に道管の分布が少ない｡

道管は階段穿孔を有し,階段数は50以下 となる｡道管内腔にチロースがみられる｡道管および木繊維に

はらせん肥厚が存在する｡道管側壁に交互壁孔｡道管放射組織間壁孔は小型でふるい状｡放射組織は異

性ⅠⅠとⅠⅠⅠ型で1-8列 となるが,特に6-8列のものが多 く,高さは1mm以下 となる｡放射柔細胞に大型の結

晶細胞がみられる｡

分布範囲は暖帯｡本州(静岡県以西),四国,九州,中国大陸中部に分布する｡山地に生え,寺院や庭

にもよく植えられる常緑の高木｡材はせん作,薪炭に用いる｡樹皮から鳥もちがとれる｡

モチノキ (ZlexintegraThumb.)(写真85頁)

散孔材｡道管は50JJm以下で非常に小さく,分布 も比較的少ない｡単独ないし2-10個が放射方向あるい

は塊状に複合する｡道管は階段穿孔で階段数は50以下｡道管側壁に対列壁孔｡道管および木繊維の内壁

には水平のらせん肥厚がみられる｡軸方向柔細胞は散在状ないし短接線状に配列し,結晶を含む細胞が

みられる｡道管放射組織間壁孔は小型のふるい状 となる｡放射組織は異性ⅠⅠおよびlIⅠ型でト8列,高さは

しばしば1mmを越える｡放射柔細胞に大型の結晶細胞が存在する｡

分布範囲は暖帯｡本州,四国,九州,琉球,台湾,中国大陸に分布する｡海岸に近い山地に生え,庭
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にもよく植えられる常緑高木｡辺 ･心材の区別なくともに白色である｡肌目 ･木理 ともに微密で,かな

り重 く,強堅な材｡材はせん作,器具 (ブラシ背板,櫛),彫刻 (印版,版木)に用いる｡

ソヨゴ節 (Sect.LioprinusLoes.)

クロガネモチ (ZlexrotundaThunb.)(写真86頁)

散孔材｡直径40-70JJmの道管が単独ないし2-10個余 り放射方向,斜線方向あるいは塊状に配列する｡

道管は階段穿孔を有し階段数は30以下 となる｡道管側壁に対列壁孔｡道管ならびに木繊維には水平のら

せん肥厚がみられる｡軸方向柔細胞は散在状 となる｡道管放射組織間壁孔は小型のふるい状ないし対列

状で有縁となる｡放射組織は異性ⅠⅠおよびⅠⅠⅠ型でト7列,高さは1-2mmに達する｡放射組織に大型の結晶

細胞がみられる｡

分布範囲は暖帯から亜熱帯｡本州(茨城県,福井県以西),四国,九州,朝鮮,琉球,台湾,中国,イ

ンドシナに分布する｡山野に普通にみられる常緑高木｡材は器具,彫刻などに用いる｡

ソヨゴ (IlexPedunculosaMiq.)(写真87頁)

散孔材｡直径50〟m以下の道管が単独ないし2-10個余 り塊状ないし放射方向に複合する｡年輪界では道

管が接線方向にならぶ傾向｡道管は階段穿孔を有し,階段数は30以下｡道管側壁に対列壁孔｡道管なら

びに木繊維には水平のらせん肥厚がみられる｡道管放射組織間壁孔はきわめて小さくふるい状ないし対

列状 となる｡放射組織は異性ⅠⅠおよびⅠⅠⅠ型で1-5列,高さは1mm以下となる｡放射組織に結晶細胞が存

在する｡年輪界は波打つ｡

分布範囲は暖帯｡本州(関東地方以西),四国,九州,台湾,中国大陸に分布する｡山地に普通にみら

れる常緑の小高木｡材は,建築,器具,櫛に用いる｡

イヌツゲ (IlexcrenataThumb.)(写真88頁)

散孔材｡道管の直径はほぼ70/Jm以下で単独ないしト6個が放射方向にならぶ｡道管は階段穿孔を育

し,階段数は40以下｡道管の側壁に対列壁孔がみられる｡道管および木繊維には水平のらせん肥厚が存

在する｡軸方向柔細胞は散在状 となる｡道管放射組織間壁孔はきわめて小さくふるい状で有縁となる｡

放射組織は異性ⅠⅠおよびⅠⅠⅠ型で1-5列で,高さはしばしば 1mmを越える｡放射組織に大型の結晶細胞が

存在する｡

分布範囲は暖帯から温帯｡本州,四国,九州,済州島に分布する｡山地に普通にみられる常緑低木ま

たは小高木｡

クロソヨゴ (IlexsugerokiMaxim.)(写真89頁)

散孔材｡直径50/仰 以下の道管が単独ないし2-10個,ときにそれ以上が放射方向に複合する｡道管は階

段穿孔を有し,階段数は30以下 となる｡道管にらせん肥厚がみられる｡道管側壁に対列壁孔｡木繊維に

も不鮮明ならせん肥厚がみられる｡軸方向柔細胞は散在する｡道管放射組織間壁孔はきわめて小さくふ

るい状｡放射組織は異性ⅠⅠおよびⅠⅠⅠ型で1-5列 となり,高さは1-2mm｡放射組織の壁は厚 く,離接細胞壁

となる｡

分布範囲は暖帯｡本州 (中部地方以西),四国の山地に普通にみられる常緑の低木｡

ナナミノキ (ナナメノキ)(IlexchinensisSims)(写真90頁)

散孔材｡直径50JLmの道管が単独ないし2-10個不規則ながらも放射方向に複合する｡道管は階段穿孔を

有し,階段数は20以下となる｡道管ならびに木繊維にらせん肥厚がみられる｡軸方向柔細胞は散在する｡
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道管放射組織間壁孔は小型でふるい状｡放射組織は異性ⅠⅠおよびⅠⅠⅠ型で1-6列 となり,高さ1-2mm｡放射

組織は壁がやや厚 く,内部にきわめて大きいひし形の結晶を含む｡

分布範囲は暖帯｡本州(静岡県以西),四国,九州,中国大陸に分布する常緑高木｡種子の遺体が日本

の更新世の地層から局所的にでる｡材は印材,櫛,薪炭に用いる｡

ウメモ ドキ亜属 (Subgen.PrinosGray)

ウメモ ドキ節 (Sect.Prinos)

ウメモ ドキ (Zlexser71ataThunb.)(写真91頁)

散孔材｡直径50JLmの道管が単独ないし2-6個不規則に複合する｡道管は階段穿孔を有 し,階段数は40

以下 となる｡道管側壁に対列壁孔｡道管および木繊維にらせん肥厚がみられる｡道管放射組織間壁孔は

小型でふるい状ないし対列状 となる｡軸方向柔細胞 と放射組織にひし形の結晶がみられる｡放射組織は

異性 ⅠⅠおよびⅠⅠⅠ型でト9列 となり,高さは 1mm以下 となる｡

分布範囲は暖帯｡本州,四国,九州,中国大陸の山中の湿地の周辺に生える落葉低木｡

タマ ミズキ (IlexmicrococcaMaxim.)(写真92頁)

散孔材｡道管は直径50-80JJmで,ほとんどが2-10個不規則に複合する｡道管は階段穿孔を有 し,階段

数は20以下 となる｡道管にらせん肥厚がみられる｡道管側壁に対列壁孔｡木繊維にはきわめて不鮮明な

らせん肥厚がみられる｡軸方向柔細胞は散在する｡道管放射組織間壁孔は小型で対列状ないしふるい状｡

放射組織は異性ⅠⅠⅠ型で一部ⅠⅠ型を含み,1-5列 となり,高さは 1mm以下となる｡放射組織縁辺の直立細

胞は大型 となる｡放射柔細胞の壁はやや厚い｡

分布範囲は暖帯｡本州 (静岡県以西),四国,九州,台湾,中国大陸に分布する落葉高木｡材は器具,

薪炭に用いる｡

アオハダ節 (Sect.PrinoidesGray)

アオハダ (IlexmacropodaMiq.)(写真93頁)

散孔材｡道管の直径は50FLm以下で,単独ないし2-5個が塊状および放射方向に複合する｡道管は階段

穿孔を有 し,階段数は40以下 となる｡道管は年輪界で接線方向に並ぶ傾向がある｡道管および木繊維に

水平のらせん肥厚がみられる｡道管側壁に対列壁孔｡軸方向柔細胞は短接線状および散在状 となり, と

きに大型の結晶を有する｡道管放射組織間壁孔は対列状できわめて小 さく多い｡放射組織は異性ⅠⅠおよ

びⅠⅠⅠ型で1-10列 となり,高さはしばしば 1mmを越える｡しばしばさや細胞がみられる｡直立細胞にも結

晶がみられる｡放射組織の幅が他のモチノキ属の樹種に比べて広いことで区別される｡

分布範囲は温帯から暖帯｡北海道,本州,四国,九州,朝鮮,中国大陸中南部に分布する｡山地に普

通にみられる落葉高木｡材は器具,マッチ軸木に用いられ,葉は食用 とされる｡

ニシキギ科 (Celastraceae)

ニシキギ属 (EuonymusL.)

ツリバナ (EuonymusoxhhyllusMiq.)(写真94頁)

散孔材｡道管は,直径が50/Jm以下 と非常に小さく,ほぼ単独ないし2-3個複合する｡年輪の始めに道

管が一列にならぶ傾向があり,年輪の外境で道管の分布が少ない｡道管は単穿孔を有する｡道管に水平

のらせん肥厚がみられる｡木繊維にもらせん肥厚が存在する｡道管放射組織間壁孔は小さく多数で,有

縁 となる｡放射組織は単列同性で高さは0.5mm以下 となる｡

分布範囲は温帯から暖帯｡北海道,本州,四国,朝鮮,中国大陸,南千島に分布する｡山地に普通に
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みられる大型の落葉低木｡材は器具 (弓,杖,印材,将棋の駒,こけし)に用いる｡

マユ ミ (EuonymussieboldianusBlume)(写真95頁)

散孔材｡道管は直径が50/Jm以下 と非常に小さく多数分布するが,特に年輪の始めに一列に環孔状にな

らぶ傾向がある｡道管は単穿孔｡道管および木繊維の内壁には水平のらせん肥厚がみられる｡道管放射

組織間壁孔はきわめて小さく多数で,有縁となる｡特に放射組織縁辺の細胞で道管放射組織間壁孔が多

い｡放射組織は単列同性で,高さは0.5mm以下 となる｡

分布範囲は温帯から暖帯｡北海道,本州,四国,九州,南朝鮮,樺太に分布する｡山地に普通にみら

れる落葉低木または小高木｡辺･心材の区別なく黄白ないし鮮黄色｡肌目･木理ともに微密で,光沢があ

る｡強さは中庸,やや重硬｡材は彫刻 (版木,印判),器具 (小箱,柿,ステッキ,木釘,ペーパーナイ

フ,玩具,寄木細工,木象蕨,弓,柄,刀の鞠),家具,建築 (室内造作),せん作に用いる｡

ツルマサキ (EuonymusfortuneiHand.-Mazz.)(写真96頁)

散孔材｡道管の直径はほぼ50JLm以下で単独ないし2-6個不規則に複合する｡道管の占有率が高い｡道

管は単穿孔を有し,内壁にはらせん肥厚がみられる｡道管側壁に交互壁孔がまばらに配列する｡木繊維

にもらせん肥厚がみられる｡道管放射組織間壁孔は小さいふるい状でややまばらに分布する｡放射組織

は同性で単列 ときに2列となり,高さは0.5mm以下となる｡ときに集合放射組織が存在する｡

分布範囲は温帯から暖帯｡北海道,本州,四国,九州,朝鮮,中国大陸に分布する｡山地に生える常

緑の藤本｡

マサキ (EuonymusjaPonicusThunb.)(写真97頁)

散孔材｡道管の直径は50〟m以下で,ほぼ単独ないし2-3個複合する｡年輪外境で道管の分布が少な

い｡道管は単穿孔を有し,内壁にらせん肥厚がみられるがらせんの間隔は広 くほぼ水平にならぶ｡木繊

維にもらせん肥厚が存在する｡道管放射組織間壁孔は小さいふるい状で,有縁となり,多数｡放射組織

は同性で単列ときに2列で,まれに結晶が存在する｡高さは0.5mm以下となる｡

分布範囲は暖帯｡北海道 (南部),本州,四国,九州,琉球,小笠原,朝鮮,満州,中国に分布する｡

海岸近 くの林に多い常緑の大型低木｡

ニシキギ (EuonymusalatusSieb.)(写真98貢)

散孔材｡道管はきわめて小さく50-60/∠m以下で,ほぼ単独で存在する｡道管は単穿孔を有し,内壁に

らせん肥厚がみられる｡木繊維にもらせん肥厚がみられる｡軸方向柔細胞は散在する｡道管放射組織間

壁孔は小さくふるい状で多い｡放射組織は単列同性で,高さは0.5mm以下となる｡放射組織にまれに結

晶がみられる｡

分布範囲は温帯から暖帯｡北海道,本州,四国,九州,朝鮮,千島,樺太,満州,中国に分布する｡

山地に自生し,よく庭に植えられる落葉低木｡材は版木,杖,弓,木釘に用いられ,樹皮は薬用とする｡

コマユ ミ (EuonymusalatusSieb.f.ciliatodentatusHiyama)(写真99頁)

散孔材｡道管は直径がきわめて小さく,50/Jm以下で,ほぼ単独で分布する｡年輪の始めにやや大きい

道管が一列にならぶ傾向がみられる｡道管は単穿孔で,側壁にらせん肥厚が存在する｡隔壁木繊維がみ

られる｡隔壁でない木繊維にはらせん肥厚が存在する｡道管放射組織間壁孔は小型でふるい状 となる｡

放射組織は単列同性で,高さは0.5mm以下 となる｡

分布範囲は温帯から暖帯｡北海道,本州,四国,九州,朝鮮,千島,樺太,満州,中国に分布する｡

山地に普通にみられる落葉低木｡材は器具 (細工物,印材)に用いる｡
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モクレイシ属 (MicrotropisWall.)

モクレイシ (Microty10PisjaponicaH.Hallier)(写真100頁)

紋様孔材｡道管は直径50/̀m以下で,火炎状にならぶ｡火炎の幅は狭い｡道管は単穿孔を有する｡軸方

向柔細胞に多室結晶細胞がみられる｡道管放射組織間壁孔はふるい状で多数｡放射組織は異性 Ⅰ,ⅠⅠ,

ⅠⅠⅠ型からなり,高さは1mm以下となる｡放射組織は集合状を呈する｡

分布範囲は暖帯｡本州 (千葉県,神奈川県),九州,琉球,台湾 (紅頭喚)に分布する｡海岸近 くの林

に生える大型の常緑低木｡

ツルウメモ ドキ属 (CelastrusL)

ツルウメモ ドキ (CelastrusorbiculatusThumb.)(写真101頁)

環孔材｡年輪の始めに直径350FLmほどの孔圏道管が1-3列に並び,ほぼ単独ときに2-4個不規則に複合

する｡道管は単穿孔を有し,内腔にはチロースがみられる｡道管に着色物質がみられることがある｡小

道管に弱 くて粗いらせん肥厚がみられる｡道管側壁に交互壁孔｡隔壁木繊維が存在する｡道管放射組織

間壁孔は小さいふるい状で,単壁孔となる｡放射組織はほぼ同性で単列放射組織 と広放射組織 とからな

り,後者は高さが 5mmを越え非常に高 くなる｡放射柔細胞 と軸方向柔細胞に結晶がみられる｡

分布範囲は温帯から暖帯｡北海道,本州,四国,九州,琉球,朝鮮,満州,中国,南千島に分布する｡

山野に普通にみられるつる性の落葉低木｡縄に用いる｡

タロズル属 (TripterygiumHook.f.)

タロズル (Tripte73gium regeliiSpragueetTakeda)(写真102頁)

環孔材｡孔圏道管の直径は200-250/Jmで,単独ないし2-3個複合する｡大小の道管が混在する｡孔圏道

管はほぼ一列に並ぶが,ところどころ小道管群により不連続 となる｡道管内腔に着色物質が多い｡道管

は単穿孔を有し,内壁にらせん肥厚がみられる｡道管側壁に交互壁孔｡隔壁木繊維がみられる｡道管放

射組織間壁孔は中型のふるい状で有縁となる｡放射組織はほぼ同性で1-7列となり,高さは2mm以上 と

きわめて高い｡

分布範囲は温帯｡本州 (北から兵庫県まで,日本海側の高地および紀伊半島高地),四国,九州,戟

鮮,満州に分布するつる性の落葉低木｡

ミツバウツギ科 (Staphyleaceae)

ミツバウツギ属 (StaphyleaL.)

ミツバウツギ (StaphyleabumaldaDC.)(写真103頁)

散孔材｡直径70/∠m以下の道管がほぼ単独,ときに2-4個不規則に複合する｡道管は階段穿孔を有 し,

階段数は30以下となる｡道管側壁に交互壁孔｡軸方向柔細胞は散在する｡道管放射組織間壁孔は中型の

ふるい状でまばらに分布する｡放射組織は異性ⅠⅠおよびⅠⅠⅠ型でト8列 となり,高さは1mm以下 となる｡

分布範囲は温帯から暖帯｡北海道,本州,四国,九州,朝鮮,中国大陸に分布する｡山地に普通にみ

られる落葉低木｡種子が日本の更新世の地層から散点的にでる｡材は管,木釘に用いる｡

ゴンズイ属 (EuscaphisSieb.etZucc.)

ゴンズイ (EuscaphisjaponicaKanitz)(写真104頁)

散孔材｡道管の直径は40-100/Jm とやや小さく,単独ないし2-4個複合して均等に分布するが,単独道

管が多 く分布する傾向がある｡道管は年輪の始めで分布が疎 となり,直径が年輪中央部で大きく,年輪

の外境で小さくなる｡道管は階段穿孔を有し,階段数は30以下となる｡道管内壁にはかすかにらせん肥
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厚が存在する｡道管放射組織間壁孔は中型の対列状｡軸方向柔細胞は不完全な周囲状であまり顕著では

ない｡放射組織は異性ⅠⅠ型で1-10列以上に達し,高さは通常 1mm以下であるが,しばしば1mmを越え

る｡放射組織にさや細胞がみられるが顕著でない｡

分布範囲は暖帯｡本州(関東以西),四国,九州,琉球,台湾,中国大陸に分布する｡林内に生える落

葉高木｡辺･心材の区別はなく黄白色｡肌目･木理ともに微密｡やや重硬｡特に有用な用途なし｡ゴンズ

イは役に立たぬ魚の名｡この材が役に立たぬのでゴンズイというとする説がある｡

ショウベンノキ属 (TurpiniaVent.)

ショウベンノキ (Tu71)iniaternataNakai)(写真105頁)

散孔材｡直径40-70/Jmの道管が単独ないし2-8個不規則に複合する｡道管は階段穿孔を有し,階段数

は60以上ときわめて多い｡道管の内壁に不完全ならせん肥厚がみられ,内腔に水平のチロースが存在す

る｡道管側壁に階段壁孔｡軸方向柔細胞は散在する｡道管放射組織間壁孔はレンズ状ないし階段状｡放

射組織は異性 ⅠおよびⅠⅠ型で,1-8列となり,高さは4mm以上に達する｡大型の放射柔細胞に不規則な

階段穿孔がみられる｡

分布範囲は亜熱帯｡四国 (南部),九州,琉球,台湾に分布する常緑の小高木｡材は器具 (家具,小細

工用)に用いる｡

ツゲ科 (Buxaceae)

ツゲ属 (BuxusL.)

ツゲ (BuxusmicrophyllaSieb.etZucc.var.japonicaRehd.etWils.)(写真106頁)

散孔材｡直径30-40/Jmの大きさの揃ったきわめて小さい道管が多数均等に分布する｡道管は階段穿孔

を有し,階段数はせいぜい5以下である｡道管の壁は厚い｡軸方向柔細胞は多く,散在状に分布する｡

木繊維の壁は厚 く,内腔はきわめて狭い｡道管放射組織間壁孔はふるい状 となり,きわめて小さくて多

く,単壁孔となる｡放射組織は異性 ⅠないしⅠⅠ型で,通常 2列ときに3列,高さは1mm以下となる｡放

射組織がときに上下に2-3個連なる｡

分布範囲は暖帯｡本州(関東以西),四国,九州に分布する｡山地に自生し石灰岩質や蛇紋岩質の山地

に多い常緑小高木｡辺 ･心材の区別なく一様に鮮黄ないし黄褐色｡きわめて微密で肌目も細かく,光沢

がある｡きわめて重硬で,強い｡耐朽 ･保存性高 く,表面仕上げは至って良好で磨けば光沢が著しい｡

材は器具 (唐木細工,寄木細工,木象蕨,柿,将棋の駒,質盤玉,ブラシの背板,柄),楽器 (木管楽

器,笛,三味線や琵琶の棲),彫刻 (字母,版木,印判)などに用いる｡

クロタキカズラ科 (Icacinaceae)

タロタキカズラ属 (HosieaHemsl.etE.H.Wilson)

クロタキカズラ (HosieajaponicaMakino)(写真107頁)

環孔材｡道管の直径は100-250FLmで散在状に分布する｡道管は単穿孔を有する｡道管側壁に交互壁

孔｡軸方向柔細胞は散在状ないし周囲状 となる｡放射組織は異性で直立細胞 と平伏細胞が混在する混在

型で,1-6列となり,高さは高い｡

分布範囲は暖帯｡本州 (近畿地方以西),四国,九州に分布する｡山地 (しばしば石灰岩地帯)に生え

るつる性の低木｡

タロウメモ ドキ科 (Rhamnaceae)

タロウメモ ドキ属 (RhamnusL.)
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クロウメモ ドキ (RhamnusjaponicaMaxim.var.decipiensMaxim.)(写真108頁)

紋様孔材｡年輪の始めに道管が多数集合し,接線方向に広がる｡道管は直径が50/Jm以下ときわめて小

さい｡道管は火炎状,稲妻状などの紋様状配列を示して年輪界を越えて連続するが,しばしば年輪の内

境に沿って幅の広い帯状に配列することがある｡道管は単穿孔を有し,内壁にはらせん肥厚がみられる｡

道管はしばしば着色物質を含む｡木繊維は隔壁を有し,らせん肥厚がみられる｡軸方向柔細胞は少ない｡

放射組織は同性および異性ⅠⅠとⅠⅠⅠ型がみられ,ト2列 となり,高さは]_mm以下 となる｡

同じ属のなかには道管が紋様状ではなく環孔状の配列を有する樹種がある｡

分布範囲は温帯｡北海道,本州,四国,九州に分布する｡山地 (石灰岩地帯に多い)に生える落葉性

の低木｡材は器具 (洋杖,柄)に用いられ,樹皮や果実を薬用とする｡

クロツバラ (RhamnusdauuricaPall.)(写真109頁)

散孔材｡直径50/Jm以下の道管がほぼ単独ないし2-4個斜線方向および接線方向に複合する｡道管は単

穿孔を有し,側壁に交互壁孔がみられる｡軸方向柔細胞は散在する｡道管放射組織間壁孔は小型のふる

い状 となる｡放射組織はほぼ同性で1-2列となり,縁辺細胞は方形になることがある｡放射組織の高さは

2mm以下であるがときに2mmを越える｡ビスフレックがみられる0

分布範囲は温帯｡本州(中部地方以北),朝鮮,満州,ダフリア,中国大陸北部に分布する｡山地に生

える落葉低木｡材は器具 (洋杖,柄)に用いられ,樹皮や果実を薬用とする｡

ネコノチチ属 (RhammellaMiq.)

ネコノチチ (RhamnellafranguloidesWeberb.)(写真110頁)

散孔材｡直径30-70/Jmの道管が単独あるいは2-6個 ときにそれ以上が不規則に複合する｡道管は単穿孔

を有し,内壁にらせん肥厚が存在する｡道管側壁に対列壁孔｡木繊維に不鮮明ならせん肥厚がみられる｡

軸方向柔細胞は散在する｡道管放射組織間壁孔は対になった小型のふるい状 となる｡放射組織は異性ⅠⅠⅠ

型で,ト6列 となり,高さは1mm以下となる｡

分布範囲は暖帯｡本州 (神奈川県以西),四国,九州,朝鮮 (南部),琉球,中国大陸に分布する｡山

地に生える落葉高木｡内果皮の遺体が日本の更新世の地層から産出する｡

クマヤナギ属 (BerchemiaNeck.)

クマヤナギ (Berchemia71aCemOSaSieb.etZucc.)(写真111頁)

散孔材｡直径100-200FLmの道管が放射方向に213個複合する｡年輪の外境では直径10-100FLmの道管が

2-9個放射方向に複合する｡道管相互の壁は厚い｡道管は単穿孔を有し,内壁にはやや弱いらせん肥厚が

みられる｡隔壁木繊維を有する｡軸方向柔細胞は周囲状 となる｡道管放射組織間壁孔はきわめて小さい

ふるい状で多数｡放射組織は同性でト8列となり,高さはしばしば3mm以上となる｡放射柔細胞には結

晶がみられる｡

分布範囲は温帯から暖帯｡北海道,本州,四国,九州に分布する｡山地に生えるつる性の落葉低木｡

材は器具 (むち,輪かんじき,杖)に用いる｡

ヨコグラノキ (BerchemiaberchemiaefoliaKoidz.)(写真112頁)

環孔材｡孔圏では直径200-250〟mの道管が2-3個複合し,孔圏外では直径30-100/Jmの道管がほぼ単独

ないし2-3個複合する｡道管は単穿孔を有し,側壁に交互壁孔がみられる｡木繊維の大きさや壁厚は2種

類みられる｡軸方向柔細胞は翼状および周囲柔組織を構成する｡軸方向柔細胞および放射柔細胞に結晶

がみられる｡道管放射組織間壁孔は小さくふるい状 となる｡放射組織は異性ⅠⅠⅠ型で1-5列となり,高さ1
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mm以下となる｡さや細胞がみられる｡

分布範囲は暖帯｡本州,四国,九州,朝鮮 (南部),中国大陸に分布する｡山地に生える直立小高木｡

ナツメ属 (ZizyphusMill.)

ナツメ (ZizhhusjujubaMill.)(写真113頁)

散孔材｡道管は,直径が40-100/Jmで,単独ないし2-4個放射方向に複合する｡道管は厚壁で,道管相

互壁は特に厚い｡道管は単穿孔を有し,内部に着色物質を含む｡道管側壁に交互壁孔｡軸方向柔細胞は

周囲柔組織 となり,かつ単列のイニシアル柔組織が顕著｡道管放射組織間壁孔は中型のふるい状｡放射

組織は同性で,1-2列 となり,高さは通常 1mm以下であるが,しばしば1mmを越える｡

中国大陸北部の原産で西アジアでは野生化している｡日本では平安朝には栽培されていた常緑または

落葉性の木本｡果実を食用とする｡

ハマナツメ属 (PaliurusMill.)

ハマナツメ (Pan'urusramosissimusPoir.)(写真114頁)

散孔材｡直径40-100pmの道管がほぼ単独,ときに2-4個放射方向に複合する｡道管相互壁はやや厚

い｡道管は単穿孔と階段穿孔を有し,側壁に交互壁孔がみられる｡軸方向柔細胞は周囲柔組織を構成す

る｡道管放射組織間壁孔はきわめて小さくふるい状 となる｡放射組織は単列同性 ときに異性で,高さは

1mm以下 となる｡

分布範囲は暖帯南部から亜熱帯｡本州(東海道以西),四国,九州,琉球,済州島,台湾,中国,イン

ドシナに分布する｡海岸近 くに生える落葉低木｡

ケンポナシ属 (HoveniaThumb.)

ケンポナシ (HoveniadulcisThumb.)(写真115頁)

環孔材｡孔圏道管は大きく200-300FEmに達し,1-3列でやや疎に配列し,孔圏外に向かって次第に大き

さを減じる｡孔圏外の小道管は2-5個が主に放射方向に複合して均等に散在する｡孔圏道管の壁はやや厚

く,小道管の壁は厚い｡道管は単穿孔で,側壁には交互壁孔を有する｡軸方向柔細胞は顕著な周囲状に

配列し,内部に角張った結晶がみられる｡道管放射組織間壁孔は小さくて多い｡放射組織は異性ⅠⅠⅠ型で

1-6列,高さはほぼ0.5mm以下 となる｡放射柔細胞にも結晶が存在する｡

分布範囲は暖帯｡本州,四国,九州,朝鮮に分布する｡落葉高木｡辺材は黄白色,心材は赤褐ないし

黄褐色｡肌目は粗 く,木理は美 しい｡重さ,強さは中庸｡材は建築 (床板,落 し懸け),家具 (洋家

具),楽器 (三味線の胴),器具 (箱,盆,指物,櫛,木象駿,火鉢),せん作,薪炭に用いる｡

ブ ドウ科 (Vitaceae)

ツタ属 (ParthenocissusPlaIICh)

ツタ (ナツヅタ)(Parthenocissustricu申idataPlanch.)(写真116頁)

環孔材｡大小の道管が混在する｡大きい道管は直径がほぼ300-400/Jmで,小さい道管は50-100JJm く

らいのものが介在する｡年輪幅が狭いので散孔材のようにみえる｡孔圏道管は2-3個接線方向に複合する

がときに大小の道管が接線方向に10個ほど複合することがある｡道管は単穿孔を有し,側壁には階段壁

孔がみられる｡道管にチロースが詰まる｡軸方向柔細胞は周囲柔組織を構成する｡道管放射組織間壁孔

は対列状ないし階段状で,単壁孔となる｡放射組織はほぼ同性で幅は11列以上 となり,高さは10mm以上

で非常に高い｡放射組織に結晶が存在する｡

分布範囲は温帯から暖帯｡北海道,本州,四国,九州,朝鮮,中国大陸に分布する｡山野の木や岸壁,
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石垣などにはいのぼる落葉性つる植物｡

ノブ ドウ属 (AmpelopsisMichx.)

ノブドウ (AmpelopsisbrevipedunculataTrautv.var.heterophyllaHara)(写真117頁)

環孔材｡孔圏道管は直径が250-300JLm となり,孔圏外道管は30-150JLmで,2-10個が不規則に複合す

る｡年輪幅は狭いため全体 として散孔材のようにみえる｡年輪外境に小径道管が散在する｡道管は単穿

孔を有し,側壁には階段壁孔が存在し,内腔にはチロースがみられる｡隔壁木繊維が存在する｡軸方向

柔細胞は周囲柔組織を構成する｡道管放射組織間壁孔は階段状,柵状ないしレンズ状 となる｡放射柔細

胞に単穿孔がみられる｡放射組織は幅が11列以上で,高さは10mm以上できわめて高い｡

分布範囲は北海道,本州,四国,九州に分布するつる性植物｡

ウドカズラ (AmpelopsiscantoniensisPlanchon)(写真118頁)

環孔材｡一見大型の散孔材のようにみえる｡孔圏道管は直径300-450/Jm となり,径が接線方向に大き

い傾向があり,小道管は直径50-100JJm となる｡道管は2-10個が不規則に複合する｡道管は単穿孔を有

し,側壁には階段壁孔がみられる｡隔壁木繊維が存在する｡軸方向柔細胞は層階状配列を示す｡広放射

組織を有し,高さはきわめて高い｡放射組織の中に水平細胞間道がみられる｡放射柔細胞にはところど

ころ結晶が存在し,単穿孔もみられる｡

分布範囲は暖帯南部から亜熱帯｡本州 (紀伊半島以西),四国,九州 (屋久島まで),中国大陸南部,

インドシナ,マレイシアに分布する｡山地に生える落葉性のつる性木本｡

ブ ドウ属 (VitisL.)

ヤマブドウ (Vl'tiscoignetiaePulliat)(写真119頁)

環孔材｡孔圏道管は直径が300-450JLmで一列となり,小道管は2-20個以上が不規則に複合する｡道管

は単穿孔を有し,内腔にチロースおよび着色物質がみられる｡道管側壁に階段壁孔｡小道管にらせん肥

厚がみられる｡隔壁木繊維が存在する｡軸方向柔細胞は周囲柔組織を構成する｡道管放射組織間壁孔は

階段状 となる｡放射組織はほぼ同性で10列以上となり,高さは10mm以上となる｡

分布範囲は温帯｡北海道,本州,四国,密稜島,南千島,樺太に分布する｡山地に普通にみられる大

型落葉性のつる植物｡種子の遺体が本州の中部および北部の更新世の地層から産出する｡果実は食用と

される｡

サンカクヅル (Vl'tisjlexuosaThumb.)(写真120頁)

環孔材｡道管の直径は200-400/Jmに達し,散孔材にみえる｡小道管は2-10個が放射方向ないし接線方

向に不規則に複合する｡道管は単穿孔を有し,内腔に着色物質がみられる｡道管側壁には階段壁孔が存

在する｡小道管にはらせん肥厚がみられる｡隔壁木繊維が存在する｡道管放射組織間壁孔は階段状 とな

る｡放射組織は広放射組織となり,高さは10mm以上 ときわめて高い｡ビスフレックがみられる｡

分布範囲は暖帯｡本州,四国,九州,朝鮮,中国大陸に分布する｡山地に生える落葉性のつる植物｡

種子の遺体が日本の沖積世の地層からでる｡

ホル トノキ科 (Elaeocarpaceae)

ホル トノキ属 (ElaeocarpusL.)

ホル トノキ (Elaeoca71)ussyluestrisPoir.var.ellipticusHara)(写真121頁)

放射孔状の散孔材｡直径50/Jm以下の道管が,単独ないし2-20個おもに放射方向に連なる｡年輪の始め
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でやや数が多 く,外側に向かって漸減する｡道管は単穿孔で,内壁に間隔の広いらせん肥厚がみられる｡

道管内腔にチロースが詰まり,側壁には交互壁孔がみられる｡軸方向柔細胞は散在状であるが少ない｡

道管放射組織間壁孔は大型のふるい状で単壁孔となる｡放射組織は異性 Ⅰ,ⅠⅠ,ⅠⅠⅠ型であるが Ⅰ型が多

く1-2列,ときに3列となり,高さは1mmを越える｡直立細胞は高い｡放射組織に結晶がみられる｡

分布範囲は暖帯｡本州 (千葉県以西),四国,九州の照葉樹林内に生える常緑高木｡辺･心材の区別な

くともに淡紅色ないし淡黄白色｡肌目は級密,木理は細かい｡重さ中庸｡耐朽 ･保存性は高 くない｡材

は建築 (板,柱)などに利用され,樹皮は染料,実は食用に供される｡

コバンモチ (ElaeocaゆusjaponicusSieb.etZucc.)(写真122頁)

散孔材｡道管の直径は50-100/∠mで,単独ないし2-7個が放射方向に複合する｡道管は単穿孔を有し,

内壁に間隔の広いらせん肥厚がみられる｡道管内腔にときにチロースが詰まる｡道管側壁に交互壁孔｡

軸方向柔細胞は道管に接して少量みられる｡道管放射組織間壁孔はヤナギ類にみられるような大型のふ

るい状で,単壁孔となる｡放射組織は異性 Ⅰ,ⅠⅠ,ⅠⅠⅠ型がみられるが Ⅰ型が多 く1-3列となり,高さは1

mm以下となる｡

分布範囲は暖帯南部から亜熱帯｡本州 (紀伊半島),四国,九州,琉球,台湾,中国大陸に分布する｡

照葉樹林内に生える常緑高木｡材は建築,器具,しいたけ相木,薪炭に用いる｡

シナノキ科 (Tiliaceae)

シナノキ属 (TiliaL.)

オオバボダイジュ (TiliamaximowiczianaShirasawa)(写真123頁)

散孔材｡道管の直径は50-100J∠m前後で,単独ないし2-6個が不規則に複合する｡道管は単穿孔を有

し,内壁にらせん肥厚がみられる｡道管側壁に交互壁孔｡軸方向柔細胞は短接線状ないし網状に並ぶ｡

道管や木繊維が層階状に配列する｡道管放射組織間壁孔はきわめて小さく多数で,単壁孔となる｡放射

組織は同性で1-4列 となり,高さは1mm以下となる｡放射組織の形はやや不規則｡木部組織全体に細胞

壁は薄い｡

分布範囲は温帯 :北海道,本州 (東北,関東北部,北陸)に分布する｡山に生える落葉高木｡材は建

築,器具,機械,鉛筆,マッチ軸木に用いる｡

シナノキ (TiliajaponicaSimonkai)(写真124頁)

散孔材｡直径50-100JJm前後のやや小径の道管が1-8個不規則に複合して均等に分布する｡年輪界は波

打つ｡道管は単穿孔を有し,側壁には交互壁孔がみられる｡道管にわずかに着色物質がみられる｡道管

内壁にらせん肥厚が存在する｡軸方向柔細胞は短接線状ないし網状に配列｡木繊維が層階状構造を示す｡

道管放射組織間壁孔はきわめて小さいふるい状 となる｡放射組織は同性で1-4(まれに6)列,高さは1

mm以下となる｡木部組織全体に細胞壁は薄い｡放射組織の形はやや不規則 となる｡

分布範囲は温帯｡北海道,本州,四国,九州に分布する｡山地に生える落葉高木｡辺材は淡黄白色,

心材は淡黄褐色｡肌目は撤密｡やや軽 く,やや弱い材であるが,曲げやす く材質が均斉 ･軽軟な点で賞

用される｡耐朽･保存性は低い｡材は建築 (とくに洋風建築,板,内部造作),合板 (とくに曲面に張る

合板),器具 (樽,棉,箱,下駄,鉛筆軸木,マッチ軸木)に用いる｡内樹皮の繊維は織物 (シナ布,宿

や醤油の渡袋,桑摘用袋,蚊帳),綱 (荷縄,船縄,蓑や畳表の経糸),和紙に使用される｡

ヘラノキ (TiliakiusianaMakinoetShirasawa)(写真125頁)

散孔材｡直径50-100JJmの道管が1-8個不規則に複合する｡年輪界は波打つ｡道管は単穿孔を有し,側

- 46-



伊東 :日本産広葉樹材の解剖学的記載Ⅳ

壁に交互壁孔,内壁にらせん肥厚がみられる｡軸方向柔細胞は短接線状ないし網状 となる｡木繊維は層

階状 となる｡道管放射組織間壁孔は小型ないし中型のふるい状で有縁となる｡放射組織は同性で1-5列 と

なり,高さは1mm以下 となる｡

分布範囲は暖帯上部｡本州(紀伊半島および中国地方),四国,九州に分布する｡山地に生える落葉高

木｡果実と葉の遺体が日本の鮮新世の地層から局所的にでる｡材は器具,機械,下駄,マッチ軸木,鉛

筆など,樹皮は畳糸,縄などに用いる｡

アオイ科 (Malvaceae)

フヨウ属 (HibiscusL)

ムクゲ (HibiscussyriacusL.)(写真126頁)

半環孔材｡直径40-150/Jmの道管が単独ないし2-6個不規則に複合する｡年輪の外境に木繊維と変わら

ない大きさの,6-7列の小道管の帯が存在する｡道管は単穿孔を有し,側壁に交互壁孔,内腔に着色物質

がみられる｡道管にらせん肥厚が存在する｡軸方向柔細胞は短接線状 となる｡道管放射組織間壁孔は小

さいふるい状 となる｡放射組織は混在型で1-5列となり,高さは1mm以下となる｡

分布範囲は暖帯｡中国大陸に分布し,世界各地に栽培される｡庭によく植えられるやや大型の落葉低

木｡

フヨウ (HibiscusmutabilisL.)(写真127頁)

散孔材｡年輪界は不鮮明｡道管の分布は年輪後半で少なく径も小さくなる｡直径40150FLmほどの道管

が2-4個放射方向に複合するが,ときに10個ほど不規則に複合する｡道管は単穿孔を有し,内壁にはらせ

ん肥厚がみられる｡道管側壁に交互壁孔｡道管放射組織間壁孔は多数の中型のふるい状で,有縁となる｡

隔壁木繊維が存在する｡軸方向柔細胞は散在する｡木部組織の細胞壁は全体に薄い｡放射組織は混在型

でト5列 となり,高さはしばしば1mmを越える｡放射組織が2-3個軸方向に連続する｡縁辺の直立細胞は

大きく軸方向柔細胞のようにみえる｡

分布範囲は亜熱帯｡九州南部,琉球,台湾,中国大陸に分布する｡庭によく植えられ,ときに伊豆や

紀伊半島では野生化している落葉低木｡樹皮は和紙の補助原料にされる｡

ヤマアサ (オオハマボウ)(HibiscustiliaceusL.)(写真128頁)

散孔材｡道管は直径150/Jm前後で,単独ないし4-5個放射方向に複合する｡道管は単穿孔を有する｡道

管は側壁に交互壁孔,内壁にチロースを有し,道管壁は厚い｡道管放射組織間壁孔はやや中型でヤナギ

類に似たふるい状 となる｡放射組織は異性で1-9列 となり,高さは1mm以下となる｡放射組織にさや細

胞がみられ,金平糖状の結晶を多 く含む｡

分布範囲は亜熱帯から熱帯｡九州 (屋久島,種子島),琉球,台湾,中国,東南アジア, ミクロネシ

ア,インド,オース トラリアに分布する｡海岸近 くに生える小高木｡

モンテンポク (テリハハマボウ)(HibiscusglaberMatsumura)(写真129頁)

散孔材｡年輪界はやや不明瞭｡道管は直径50-150/Jmで,単独ないし塊状,接線状,あるいは2-10個 と

きにそれ以上が不規則に複合する｡道管は単穿孔を有し,側壁に交互壁孔がみられる｡また,道管側壁

に単穿孔がみられるのが特徴 となる｡道管にチロースが詰まる｡軸方向柔細胞は散在状ないし短接線状

となるが,ときに帯状に並ぶこともある｡道管放射組織間壁孔は小さく多数でふるい状 となる｡道管,

木繊維,放射組織 ともに層階状配列｡放射組織は異性ⅠⅠⅠ型で,1-5列となり,高さ0.5mm以下となる｡放

射組織の直立細胞に結晶がみられることがある｡
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分布範囲は熱帯｡小笠原諸島に特産する｡材は優良｡

7*#rJ～ (Sterculiaceae)

アオギリ属 (FirmianaMarsili)

アオギリ (FirmianasimplexW .F.Wight)(写真130頁)

環孔材｡孔圏道管は直径200-300FLmあるいはそれ以上 となり,1-4列ときに6-7列となる｡孔圏外の小

道管は直径50-150〟m と急に大きさを減じ,単独ないし2-4個複合してやや疎らに分布する｡道管は単穿

孔を有し,道管相互の壁孔がきわめて小さくて多い｡孔圏外の小道管にらせん肥厚がみられる｡小道管

の壁は厚い｡軸方向柔細胞は周囲状,翼状,連合翼状 となる｡木繊維の量はきわめて少ない｡軸方向柔

細胞 と木繊維はきわめて短 くかつほぼ等しい長さで,層階状構造をなして配列する傾向が強い｡道管放

射組織間壁孔は小さくて多 く,有縁 となる｡放射組織は異性で1-10列 となり,高さはしばしば 1mmを越

える｡幅の広い放射組織には顕著なさや細胞がみられる｡

分布範囲は亜熱帯｡本州,四国,九州,琉球,台湾,中国,インドシナに自生する落葉高木｡街路樹

として各地に植えられ,また日本南部では野生化している｡辺材は淡黄白色,心材は淡黄褐色｡肌目は

粗いが木理は通直｡軽 くて弱 く,軟らかい材｡耐朽･保存性は低い｡材は建築 (建具),家具 (箪笥),器

具(茶器,下駄,箱,管),楽器,パルプなどに利用され,樹皮の粘液は製紙用糊,整髪料,その繊維は

麻の代用となる｡

ジンチョウゲ科 (Thymelaeaceae)

ガンピ属 (WikstroemiaEndlicher)

ガンピ (Wl'kstroemiasikokianaFr.etSav.)(写真131頁)

環孔材｡直径50-100JLmの孔圏道管が一列にならぶ｡孔圏外道管は直径30-50JJmで,単独ないし2-4個

複合する｡道管は単穿孔を有し,側壁に交互壁孔がみられる｡道管にらせん肥厚が不均一にみられる｡

木繊維の壁は薄い｡軸方向柔細胞はターミナル状 となる｡道管放射組織間壁孔は中型のふるい状｡放射

組織は異性で1-2列 となり,高さは1mm以下となる｡

分布範囲は暖帯｡本州 (静岡県以西),四国,九州に分布する｡日当たりのよい山に生える落葉小低

木｡樹皮の繊維は製紙に適する｡

ミツマタ属 (EdgeworthiaMeisn.)

ミツマタ (Edgeworthiach7ySanthaLindley)(写真132頁)

環孔材｡孔圏道管は直径100/Jm前後で疎に1列に並ぶが,他の細胞 との区別があまり顕著でない｡孔

圏外の道管は直径20-50JJmで散在し,単独のもの,放射方向および接線方向に2-3個複合するものからな

るが,厚壁で多角形 となる｡軸方向柔細胞は周囲状 となるが,あまり顕著でなく,散在するものおよび

年輪界に不連続に1列に配列するものなどがみられる｡木繊維の壁はきわめて薄い｡道管放射組織間壁

孔は中型のふるい状で多 く,有縁となる｡放射組織は単列同性｡放射組織に結晶がみられることがある｡

中国大陸中西部の原産で,日本では慶長以後栽培されている｡現在は製紙用に広 く山に植えられる落

葉低木｡

ジンチョウゲ属 (DaphneL.)

ジンチョウゲ (DaphneodoytzThumb.)(写真133頁)

紋様孔材｡道管の直径は年輪界の近 くでは50pmで,年輪の後半部では20-30pm となり,道管が大き

い集団をなして火炎状に並ぶ｡道管は単穿孔を有し,内壁には水平のらせん肥厚がみられる｡道管放射
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組織間壁孔は大きいふるい状 となる｡放射組織は単列同性で,高さは0.5mm以下 となる｡

中国原産の常緑低木で,日本には室町時代に伝来したと言われている｡

グミ科 (Elaeagnaceae)

グミ属 (ElaeagnusL.)

アキグミ節 (Sect.Elaeagnus,Sect.DeciduaeServettaz,VernalesMaxim.)

ナツグミ (ElaeagnusmultljlwaThumb.)(写真134頁)

環孔材｡直径70-150JLmの孔圏道管が2-5列で孔圏外に移るに従い大きさが漸減する｡孔圏外道管は直

径30-50JLmで,単独で2-4個複合する｡道管は単穿孔を有し,側壁に交互壁孔が存在する｡小道管にピッ

チの広いらせん肥厚および乳頭状突起がみられる｡木繊維にもらせん肥厚が存在する｡軸方向柔細胞は

周囲状,短接線状,ないしは散在状 となる｡道管放射組織間壁孔は小型のふるい状 となる｡放射組織は

同性で幅はト10列,ときに11列以上で,高さは1mm以下 となる｡外傷による垂直細胞間道がみられるこ

とがある｡

分布範囲は暖帯｡本州(主として太平洋側),四国に分布する｡山野に普通にみられる落葉低木｡果実

は食用とする｡

アキグミ (ElaeagnusumbellataThumb.)(写真135頁)

環孔材｡直径80-120JJm前後の道管が孔圏部では部分的に多列を示すがほとんど1列 となり,孔圏外で

は道管はきわめて小径で均等に散在する｡道管は単穿孔を有 し,小道管にはピッチの広いらせん肥厚お

よび乳頭状突起がみられる｡道管側壁に間隔の広い交互壁孔｡軸方向柔細胞は散在状ないし短接線状で

多数｡道管放射組織間壁孔は多数の小さいふるい状で,有縁 となる｡放射組織はほぼ同性で1-15列 とな

るが多 くは10列以上,高さは1mm以下 となる｡外傷による垂直細胞間道がみられることがある｡

分布範囲は温帯から暖帯｡北海道(西部),本州,九州,琉球,朝鮮,満州,中国,ヒマラヤ,カラコ

ルムに自生する落葉低木｡材の用途は特になし｡果実は食用 とする｡

+ワシ｡9㌧ A (Sect.SempervirentesServettaz,AutumnalesMaxim.)

ツルグミ (ElaeagnusglabylaThunb.)(写真136貢)

半環孔材｡孔圏道管は直径100/Jm以下でほぼ一列｡孔圏外道管は直径50〃m以下でほぼ単独で分布す

る｡傷害垂直細胞間道がみられることがある｡道管は単穿孔を有し,内壁にはらせん肥厚および乳頭状

突起が存在する｡軸方向柔細胞は散在状ないし短接線状 となる｡道管放射組織間壁孔は多数の小さいふ

るい状 となる｡放射組織はほぼ同性で1-10列 となり,高さは約 1mmである｡

分布範囲は暖帯｡本州(福島県以南),四国,九州,琉球,南朝鮮,台湾,中国に分布する｡つる性の

常緑低木｡果実は食用 とする｡

ナワシログミ (EkleagnuSPungensThumb.)(写真137頁)

半環孔材｡孔圏道管は直径50jLmで,孔圏外道管は30JJm前後 となり,ほぼ単独で分布する｡傷害垂直

細胞間道がみられることがある｡道管は単穿孔を有し,内壁にらせん肥厚および乳頭状突起がみられる｡

木繊維にもらせん肥厚が存在する｡軸方向柔細胞は短接線状 となる｡道管放射組織間壁孔は大型のレン

ズ状 となる｡放射組織はほぼ同性で単列放射組織 と広放射組織がみられ,高さは1mm以下 となる｡外傷

による垂直細胞間道がみられることがある｡

分布範囲は暖帯｡本州(関東地方以西),四国,九州,中国大陸に分布する｡海岸近 くや浅い山に普通

にみられる常緑低木｡果実は食用とする｡
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イイギリ科 (Flacourtiaceae)

クス ドイゲ属 (XylosmaG.Forst.)

クスドイゲ (Xylosmacongestum Merr.)(写真138頁)

放射孔状の散孔材｡道管の直径は50〟m以下と非常に小さく,単独のものもあるが通常は放射方向に複

合し,複合数が10細胞以上に達するものもある｡道管は単穿孔で,内壁にはらせん肥厚がみられる｡道

管側壁に交互壁孔｡隔壁木繊維が存在する｡放射組織は異性 Ⅰ型で1-2列 となり,高さ3mm以下で複列

部を挟み直立細胞の長い単列翼部がある｡放射柔細胞に結晶を含むものがある｡

分布範囲は暖帯｡本州(福井県以西),四国,九州,朝鮮南部,琉球,台湾,中国,インドシナ,フィ

リピンに自生する｡海に近い林に多い常緑低木｡材は櫛,小細工物,柄に用いる｡

イイギリ属 (IdesiaMaxim.)

イイギリ (Idesiapolyca71)aMaxim.)(写真139頁)

散孔材｡道管は直径100〃m以下で,単独のもの以外に2-10個放射方向に不規則に複合するが,ときに

10個以上複合することがある｡年輪の外境で急に大きさを減じる｡道管は単穿孔を有し,側壁には交互

壁孔がみられる｡軸方向柔細胞は少ない｡道管放射組織間壁孔はやや大きい中型のふるい状で単壁孔と

なる｡放射組織は異性ⅠⅠ型でト4列,高さは1mm以下となる｡

分布範囲は暖帯｡本州,四国,九州,朝鮮,琉球,台湾,中国に自生する落葉高木｡辺 ･心材の区別

なく白ないし淡黄白色｡肌目は微密,木理は比較的通直｡軽 くて軟らかい材｡耐朽 ･保存性は低い｡材

は器具 (箱,下駄,小細工),薪炭などに用いる｡

キブシ科 (Stachyuraceae)

キブシ属 (StachyurusSieb.etZllCC.)

キブシ (StachyuruspylaeCOXSieb.etZucc.)(写真140頁)

散孔材｡直径70/Jm以下の小径の道管が単独ないし2-3個複合して均等に分布する｡道管は階段穿孔を

有し,階段数は多いもので50に達する｡道管の内壁に不鮮明ならせん肥厚がある｡道管側壁にほぼ対列

状の壁孔｡木繊維にもらせん肥厚がみられる｡軸方向柔細胞は散在状で比較的多い｡道管放射組織間壁

孔は多数の小さいふるい状で,有縁となる｡放射組織は異性 Ⅰ型で1-4列,高さはト2mm以下となる｡直

立細胞からなる単列軍部がきわめて長い｡ビスフレックが存在する｡

分布範囲は暖帯から温帯｡北海道(西南部),本州,四国,九州に分布する｡山に生える大形の落葉低

木｡辺･心材の区別なく黄白色ないし淡黄褐色｡材はやや堅いが樹が小さいため,とくに重要な用途はな

い｡材は薪炭,楊枝,洋傘の柄,ステッキ,呑口などに用いる｡髄は灯心に,タンニン分の多い果実は

お歯黒,衣料の黒色染料に用いられた｡

ギョリュウ科 (Tamaricaceae)

ギョリュウ属 (TamarixL.)

ギョリュウ (TamarixtenuissimaNakai)(写真141頁)

散孔材｡道管の直径は150/Jmに達し,単独ないし2-4個不規則に複合する｡年輪界付近の道管は極端に

小さい｡道管は単穿孔を有する｡道管側壁に交互壁孔｡道管放射組織間壁孔は小さく,ふるい状で多数

分布する｡年輪の外境に帯状柔組織が発達する｡放射組織は同性で1-8列 となり,通常 1mm以下である

がときに1mmを越える｡

中国の原産で,ときに人家の庭に植えられることもある落葉小高木｡
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ミソハギ科 (Lythraceae)

サルスベリ属 (LagerstroemiaL.)

シマサルスベ リ (LagerstroemiasubcostataKoehne)(写真142頁)

散孔材｡道管は直径100/Jmで,単独のものは少なく放射方向に2-4個放射方向に複合するものが多い｡

道管相互壁が厚 く,単穿孔を有する｡道管側壁に交互壁孔｡隔壁木繊維を有する｡軸方向柔細胞は翼状

ないし連合翼状柔組織を形成し,多室結晶細胞がみられる｡道管放射組織間壁孔はやや大きい中型のふ

るい状 となる｡ビスフレックがみられる｡放射組織はおおむね同性で単列が多 くときに2列となり,高

さは0.5mm以下となる｡

分布範囲は亜熱帯｡九州(屋久島,種子島),琉球,台湾に分布する落葉高木｡材は建築用床柱,農具

の柄,ろくろ細工,薪炭に,葉は染料に用いる｡中国で花や葉は薬用,食用に供される｡

サルスベ リ (LagerstroemiaindicaL.)(写真143頁)

散孔材｡道管は直径30-80〟mで,単独ないし2-5個放射方向に複合する｡道管は単穿孔ならびに階段穿

孔を有し,階段数はほぼ10以内で,まれに網状穿孔がみられる｡道管の相互壁はやや厚い｡道管にらせ

ん肥厚がみられる｡軸方向柔細胞は周囲状ないし散在状 となり,多室結晶細胞がみられる｡道管放射組

織間壁孔は鮮明で中型のふるい状で,有縁となる｡放射組織は異性ⅠⅠⅠ型で1-3列であるが 2列が多く,高

さは1mm以下となる｡

中国南部の原産で,庭に植えられる落葉高木｡日本には徳川期の初めに入っていた｡果実の化石が日

本の鮮新世 と更新世の地層から散点的にでる｡

ザクロ科 (Pumicaceae)

ザクロ属 (PunicaL.)

ザクロ (Punicagylanatum L.)(写真144頁)

散孔材｡道管は直径80〟m以下で単独ないし2-6個放射方向に複合する｡道管は壁がやや厚 く単穿孔を

有し,内腔には着色物質が密に詰まっている｡道管側壁に交互壁孔｡隔壁木繊維を有し,内腔に結晶が

みられる｡軸方向柔細胞は散在し,多室結晶細胞 となる｡道管放射組織間壁孔は小型のふるい状｡放射

組織は同性ないし異性で,ト2列 となるが単列の占める割合が多 く,高さは0.5mm以下となる｡

イラン,アフガニスタン,西パキスタンに野生する｡日本では平安時代には入っていたと考えられて

いる落葉高木｡

ヒルギ科 (Rhizophoraceae)

オヒルギ属 (BruguieraL.)

オヒルギ (BruguieragymnorrhizaLamk.)(写真145頁)

散孔材｡年輪界は不明瞭｡直径50-80JLmの道管が単独ないし2-3個放射方向に複合する｡道管は階段穿

孔を有し,階段数は10以下となる｡道管側壁に階段壁孔｡木繊維の壁は非常に厚い｡軸方向柔細胞は周

囲状 となる｡道管放射組織間壁孔は階段状 となる｡放射組織は直立細胞 と方形細胞 とからなる同性で1-

5列となり,高さは2-3mm｡放射組織に結晶が存在する｡

分布範囲は亜熱帯から熱帯｡奄美大島,琉球,台湾,熱帯アジア,オース トラリア,ポリネシア,東

アフリカに分布する｡樹皮からタンニンをとり,なめし皮用,染料,薬用とする｡
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フ トモモ科 (Myrtaceaae)

フ トモモ属 (SyzygiumGaertn.)

アデク (SyzMium buxzfolium Hook.etArnott)(写真146頁)

散孔材｡道管は直径200JJmで,ほぼ単独ないし2-3個放射方向に複合する｡道管は単穿孔を有する｡道

管内壁にかすかならせん肥厚を有し,内腔にチロースがみられる｡軸方向柔細胞は目立ち,周囲状,翠

状,連合翼状ないし短接線状ならびに帯状 となる｡木繊維の壁はきわめて厚 く,隔壁を有する｡道管放

射組織間壁孔はやや大きい中型で,ふるい状 となる｡放射組織は異性 ⅠおよびⅠⅠ型で1-6列となり,高さ

はほとんど0.5mm以下 となる｡

分布範囲は亜熱帯｡九州 (南部),琉球,台湾,小笠原,中国,インドシナに分布する常緑の小高木｡

材は各種の柄,床柱に用いられ,果実は食用とする｡

フトモモ (SyzMiumjambosAIston)(写真147頁)

散孔材｡直径100/Jm前後の道管が単独ないし2-10個放射方向に複合する｡道管は単穿孔を有し,側壁

に交互壁孔がみられる｡道管内腔にはチロースが存在する｡軸方向柔細胞は翼状,連合翼状 となり,シ

リカ様の結晶がみられる｡木繊維の壁はやや厚い｡道管放射組織間壁孔は大型の柵状ないしレンズ状 と

なる｡放射組織は異性 ⅠおよびⅠⅠ型でト3列となり,高さ1mm以下となる｡

インドの原産で東南アジア,東アジアで広 く栽培される｡日本でも大隅半島以南でまれに栽培され,

屋久島,奄美大島,沖縄島,石垣島,西表島などで野生化している｡日本へは幕末に琉球から伝わり栽

培された｡

ノボタン科 (Melastomataceae)

ハシカンボク属 (BrediaBlume)

ハシカンボク (BrediahirsutaBlume)(写真148頁)

散孔材｡道管は,直径50/Jm以下で,単独ないし2-6個がおもに放射方向に複合する｡道管は単穿孔を

有し,側壁には階段壁孔がみられる｡木繊維は木口面では針葉樹材のように規則的に配列する｡道管放

射組織間壁孔は顕著な階段状 となる｡放射組織は同性で大型の直立細胞からなり,ほぼ単列 ときに2列

で高さは1mm以下,ときに1mm以上 となる｡板目面では放射柔細胞は軸方向柔細胞 と区別しにくい｡

木繊維と軸方向柔細胞にデンプンが多数みられる｡

分布範囲は亜熱帯｡九州 (鹿児島県),琉球に分布する小低木｡

ウリノキ科 (Alangiaceae)

ウリノキ属 (AlangiumLam.)

ウリノキ (AlangiumPlatamfolium Harmsvar.trilobumOhwi)(写真149頁)

環孔材｡孔圏道管の直径は100-150FEm と中庸で,孔圏では6-7列に達し,孔圏外では直径20-50FLmの

道管が単独ないし放射方向に2-4個複合する｡小道管の相互壁は厚い｡道管は単穿孔を有し,壁は鮮明に

みられる｡道管側壁に交互壁孔｡軸方向柔細胞は周囲状,散在状,短接線状 となる｡道管放射組織間壁

孔は階段状,レンズ状,大型のふるい状 となる｡放射組織に大型の洋酒棒状の結晶細胞 (ヤブツバキの

ものに酷似)がみられ,内部にときに金平糖状ないしひし形状の結晶が存在する｡放射組織は異性ⅠⅠ型

で1-6列 となり,高さは通常 2mm以下であるがときに2mmを越える｡さや細胞がみられる｡

分布範囲は温帯から暖帯｡北海道,本州,四国,九州,朝鮮,満州,中国大陸中部に分布する｡山地

に普通にみられる落葉性の大型低木｡
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ミズキ科 (Cornaceae)

ミズキ属 (CormusL.)

ヤマボウシ (CornuskousaBuergerexHance)(写真150頁)

散孔材｡直径50-80JLm以下の道管がほぼ単独で分布する｡道管は階段穿孔で階段数は多 く,50以下 と

なる｡道管側壁に交互壁孔｡軸方向柔細胞は散在状ないし短接線状に配列｡道管放射組織間壁孔は中型

のふるい状で,有縁 となる｡放射組織は異性 I,II,-III型で1-8列,高さはおおむね 1mm以下で,多列

部の上下に直立細胞の長い単列翼部がある｡放射組織の壁は厚い｡

分布範囲は温帯｡本州,四国,九州,朝鮮に分布する｡山に普通にみられる落葉高木｡辺 ･心材の区

別なく淡黄白ないし淡紅白色｡肌目は微密で重い材｡概してやや強 く堅い｡材は器具 (柄,玩具,ブラ

シの背板),彫刻,せん作,薪炭などに用いる｡

クマノミズキ (Cornusmac710PhyllaWallich)(写真151頁)

散孔材｡年輪の境界がしばしば波状を呈する｡道管は直径ほぼ100/Jmで,単独のものが多いが,2-4個

が放射方向,接線方向などに複合するものもみられる｡道管は階段穿孔を有す｡軸方向柔細胞は散在状,

短接線状などに配列し,かなり多数認められる｡道管放射組織間壁孔はやや大きくて少なく対列状 とな

る｡放射組織は異性で同属の他の樹種より広 く,5-6列 となり,高さはほぼ 1mm以下となる｡

分布範囲は温帯から暖帯｡本州,四国,九州,朝鮮,台湾,中国,ヒマラヤに分布する｡山地に生え

る落葉高木｡材は建築,彫刻,櫛,薪炭に用いる｡

ミズキ (CornuscontrouersaHemsl.)(写真152頁)

散孔材｡年輪界は波打つ｡道管は直径ほぼ50-120/Jmで,単独ないし2-4個複合して均等に分布する｡

年輪の中央部で直径が大きくなり,年輪の外境で急に大きさが減じる｡年輪のはじめに分布密度が高 く

なる傾向がある｡道管は階段穿孔を有し,階段数は40に達する｡道管側壁に交互壁孔｡軸方向柔細胞は

散在状ないし短接線状に配列する｡道管放射組織間壁孔は小さくふるい状で多い｡放射組織は異性Ht型

で1-4列,高さは1mm以下 となる｡直立細胞に隔壁が存在する｡

分布範囲は温帯から暖帯｡北海道,本州,四国,九州,朝鮮,台湾,中国,インドシナ,ヒマラヤに

自生する落葉高木｡辺 ･心材の区別なく白ないし淡黄白ないし淡褐白色｡肌目は撤密で軽い材｡決して

強い材 とはいえないが,比重が大きくない割 りには堅い感 じを与える｡材は建築,器具 (漆器木地,台,

柄,鞍,樋,管,杓子,玩具,楊枝,下駄,櫛),彫刻 (印材),せん作,薪炭などに用いる｡

サンシュユ (Cornusojfl'cinalisSieb.etZucc.)(写真153頁)

散孔材｡直径100pm以下の道管がほぼ単独,ときに2-4個複合して均一に分布する｡道管は階段穿孔を

有し,階段数は40に達する｡軸方向柔細胞は短按線状ないし散在状 となる｡道管放射組織間壁孔は中型

のふるい状で有縁となり,多数存在する｡放射組織は異性ⅠⅠおよびⅠⅠⅠ型でト6列となり,高さ1mm以下

となる｡さや細胞が存在する｡

中国や朝鮮原産の落葉高木｡享保年間に中国から日本に伝わる｡

アオキ属 (AucubaThumb.)

アオキ (AucubajaponicaThumb.)(写真154頁)

散孔材｡直径30FLm以下の道管がほぼ単独,ないし2-4個複合して分布する｡道管は階段穿孔を有し,

階段の数は60以下となるが,ときに60を超える｡道管は側壁に交互壁孔がみられ,内壁にらせん肥厚を
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有する｡軸方向柔細胞は散在する｡繊維状仮道管および木繊維にらせん肥厚がみられる｡道管放射組織

間壁孔は中型でやや楕円形のふるい状 となる｡放射組織は直立細胞 と方形細胞からなる同性で1-6列 とな

り,高さはときに10mm ときわめて高い｡放射柔細胞は全体に大きい｡さや細胞がみられる｡随心には階

段がみられる｡

分布範囲は温帯下部から暖帯｡北海道,本州,四国,九州に分布する｡林内に普通にみられる常緑の

低木｡材は箸,杖などに用いる｡

ハナイカダ属 (HelwingiaWilld.)

ハナイカダ (Helu)ingiajaponicaF.G.Dietr.)(写真155頁)

散孔材｡道管は直径20-50pm以下で,ほぼ単独あるいは2-6個複合する｡道管は階段穿孔を有し,階段

数は50以下となる｡道管側壁には階段壁孔がみられる｡隔壁木繊維が存在する｡道管放射組織間壁孔は

階段状 となり,階段は太 くて鮮明である｡放射組織は直立細胞 と方形細胞からなる同性で1-3列となり,

高さは1mm以下となる｡

分布範囲は温帯から暖帯｡北海道(西南部),本州,四国,九州,中国大陸に分布する｡山の谷間に生

える落葉低木｡

ウコギ科 (Araliaceae)

ウコギ属 (AcanthopanaxMiq.)

コシアブラ (AcanthopanarsciadophylloidesFr.etSay.)(写真156頁)

半環孔材｡孔圏は1層で,直径150/Jm以下の比較的大型の道管がきわめて疎らに並ぶ｡孔圏内にも小

径の道管がみられる｡孔圏外の道管は外側に向かって急に大きさを減じて70/Jm以下となり,かつ多 くは

不規則に2-8個複合する｡道管はすべて単穿孔であり,内腔に水平のチロースがみられる｡道管側壁にや

や疎らな交互壁孔｡軸方向柔細胞はイニシアル状 となる｡道管放射組織間壁孔は中型のふるい状｡放射

組織は異性ⅠⅠⅠ型で1-3(4)列,高さは0.5mm以下となる｡なお,カタレミノと類似しているが,本種は

水平細胞間道のないことで区別される｡また,タカノツメとも似ているが,本種の道管の直径が150JJm

に達し,孔圏部がより明瞭であることで区別がつく｡

分布範囲は温帯から暖帯｡北海道,本州,四国,九州に分布する｡山地に普通にみられる落葉高木｡

辺材は灰白ないし淡黄白色,心材は帯緑淡黄褐色｡肌目は粗いが,光沢がある｡軽 く,弱 く,軟らかい

材｡材は器具(箱,管,杓子,楊枝,扇子の骨,下駄,マッチの軸木),船舶,彫刻,せん作,薪炭に用

いる｡

ヤマウコギ (Acanthopanα spinosusMiq.)(写真157頁)

散孔材｡直径50pm以下の道管が20個以上集団となり,斜線方向ないし接線方向に長 く連なる｡道管は

単穿孔で,側壁には木型の交互壁孔を有する｡隔壁木繊維がみられる｡道管放射組織間穿孔は中型のふ

るい状 となる｡放射組織は異性で1-8列 となり,高さは2mmに達する｡さや細胞がみられる｡放射柔細

胞に単穿孔が存在する｡

分布範囲は温帯から暖帯｡北海道,本州に自生する｡山野に普通にみられる落葉低木｡辺材は灰黄色,

心材は淡黄褐色ないし灰褐色｡重硬な材であるが,材としてほとんど利用されていない｡

ヒメウコギ (ウコギ)(Acanthopanα sieboldianusMakino)(写真158頁)

散孔材｡直径100〟m以下の道管が30個あるいはそれ以上接線方向に連なるのが特徴 となる｡道管は単

穿孔で,側壁は交互壁孔｡道管放射組織間壁孔は大型のふるい状 となる｡隔壁木繊維が存在する｡放射
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組織は異性で,幅は1-11列あるいはそれ以上,高さは2mm以下となる｡放射組織に単穿孔がみられる｡

中国の原産で人家に植えられ,また時に野生化している落葉低木｡

タカノツメ属 (EvodiopanaxNakai)

タカノツメ (EuodiopanaxinnovansNakai)(写真159頁)

半環孔材o孔圏には直径100FLmの道管が連続せずに疎らに1層あって,単独または接線方向に2個接

続する｡道管は孔圏外でやや急に径を減し,50JLm以下となる｡孔圏外では単独のもののほかに,年輪の

内境では主に放射方向で,年輪の外境に向かうにつれて斜線方向,接線方向に2-8個連続する｡いずれも

単穿孔を有する｡軸方向柔細胞は1列のターミナル状および散在状に配列するが,あまり目立たない｡

道管放射組織間壁孔はやや大型のふるい状｡放射組織は異性ⅠⅠⅠ型で1-3(4)列,高さは0.5mm以下 とな

る｡ウコギ属 (Acanthopanax)の樹種 と類似するが,本種の道管径がやや小さい｡

分布範囲は温帯から暖帯｡北海道,本州,四国,九州に自生する落葉小高木｡辺 ･心材の区別なく黄

白ないし灰白色｡肌目はやや微密｡材質均斉で概して軽軟｡材は器具 (箱,杓子,扇の骨,楊枝,管,

下駄,マッチ軸木),薪炭に用いる｡

フカノキ属 (ScheffleraForst.)

フカノキ (SchejWeylaOCtOPhyllaHarms)(写真160頁)

散孔材｡道管は直径50-100JJmで,均一に配列するが多少斜線方向に並ぶ｡道管は階段穿孔を有し,間

隔の広いものと狭いものがあり,階段数は30以下 となる｡道管は内腔に水平のチロースが,側壁には階

段壁孔がみられる｡軸方向柔細胞は道管に接してみられる｡隔壁木繊維が存在する｡道管放射組織間壁

孔は2種類の大きさのものがみられ,交互状ないし階段状 となる｡放射組織は異性ⅠⅠⅠ型で1-6列,高さは

1mm以下 となる｡さや細胞がみられる｡

分布範囲は亜熱帯｡九州 (南部),琉球,台湾,中国,インドシナに分布する常緑の高木｡

ハリギリ属 (KalopanaxMiq.)

ハ リギリ (センノキ)(KalopanarPictusNakai)(写真161頁)

環孔材｡孔圏道管は1列で,直径は非常に大きく400FLmに達する｡孔圏外の小道管は2-6列が帯状に集

合し,接線方向あるいは花網状に長 く連なる｡年輪の始めでは仮道管が団塊状 となる｡道管は単穿孔を

有し,側壁には交互状ないし対列状の壁孔が余 り密集せずに並んでみられる｡孔圏外の小道管の配列は

こレ属の樹種 と似ているがハリギリの道管内壁にはらせん肥厚がない｡道管内腔にはチロースが存在す

る｡隔壁木繊維が存在する｡軸方向柔細胞は大道管に接してみられる｡道管放射組織間壁孔は中型の疎

らなふるい状 となる｡放射組織は異性ⅠⅠⅠ型で1-6列,高さは1mm以下であるが,普通4-5列,0.5mm以

下のものが多い｡大型の放射組織の外周部に直立細胞が2-3個認められ,さや状にみられることがある｡

分布範囲は温帯から暖帯上部｡北海道,本州,四国,九州,朝鮮,満州,千島南部,樺太,中国に分

布する｡山中に普通にみられる落葉高木｡辺材は淡黄白色,心材は淡灰褐ないし黄褐色｡肌目は粗いが,

木理は美しい｡重さ中庸で,あまり堅 くはないが,比重が小さい割には強い材｡耐朽･保存性は高 くな

い｡材は合板 (表板,単板,化粧合板),建築 (ことに洋風建築の内部造作,鏡戸,建具),家具 (こと

に洋家具,陳列棚),器具 (火鉢,漆器木地,膳,盆,木鉢,箱,指物,柄,洗濯板,杓子,鞘類,冒,

算盤枠,下駄,櫛,マッチ軸木),運動具,土木 (枕木,橋梁),車両,船舶 (内装),彫刻,せん作など

に用いる｡

ハリブキ属 (OplopanaxMiq.)
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ハ リブキ (OplopanarjaPonicusNakai)(写真162頁)

半環孔材｡道管は直径60/Jm以下で,単独ないし2-6個放射方向ないし接線方向 (孔圏道管)に複合す

る｡道管は単穿孔を有し,側壁には階段壁孔がみられる｡道管放射組織間壁孔は階段状 となる｡放射組

織は混在型で1-3列 となり,高さは5mm以上 となる｡平伏細胞は大型で直立細胞状 となり,方形細胞の

割合が多い｡

分布範囲は温帯上部｡北海道,本州(中部地方以北および紀伊半島),四国に分布する｡針葉樹林内に

生える落葉低木｡

カタレミノ属 (DendropanaxDecne.etPlanch.)

カクレミノ (DendropanartnfidusMakino)(写真163頁)

半環孔材｡孔圏道管は直径150-200/Jmで接線方向に不連続 となり, 1層ときに部分的に2層 となる｡

孔圏外で道管は急に大きさを減じ,さらに外方に向って徐々に小さくなる｡孔圏外では単独のものもあ

るが,多 くは放射方向に2-10個 ときにそれ以上が複合する｡道管は単穿孔を有し,側壁に大型の有縁壁

孔がやや疎で交互状にみられる｡道管放射組織間壁孔は大型のふるい状 となる｡軸方向柔細胞は散在状

であるが顕著ではない｡放射組織はほとんど同性で1-5列,高さは1mm以下となる｡放射組織縁辺の細

胞はときに方形細胞 となる｡多列の放射組織中に水平細胞間道がみられるのが顕著な特徴｡

分布範囲は暖帯｡本州 (関東以西),四国,九州に分布する｡暖地の林内に生える小高木｡辺･心材の

区別なく灰白ないし灰黄色｡軽軟な材で器具,薪炭に用いる｡

ヤツデ属 (FatsiaDecne.etPlanch.)

ヤツデ (FatsiajaponicaDecne.etPlanch.)(写真164頁)

散孔材｡道管は直径100-1501̀mで,単独ないし2-5個放射方向に複合する｡道管は単穿孔を有し,側壁

に小型の交互壁孔がみられる｡道管放射組織間壁孔は小さくふるい状で多数｡一つの隔壁を有する隔壁

木繊維が存在する｡放射組織は異性で1-6列となり,高さは1mm以下となる｡一つの放射組織に平伏細

胞 と直立細胞が混在する混在型｡

分布範囲は暖帯南部｡本州(茨城県以南の太平洋側),四国,九州,琉球に分布する｡暖地の海岸近い

林内に生える常緑の低木｡

キヅタ属 (HederaL.)

キヅタ (HedeylarhombeaBean)(写真165頁)

半環孔材｡道管の占有率が高い｡年輪の始めに直径100-150/Jmの他よりもやや大きい道管が接線方向

に連なり,環孔性を呈する｡道管は不規則に集団を形成する｡道管は単穿孔を有し,側壁に大型の有縁

壁孔がやや疎らに交互状に配列する｡隔壁木繊維が存在する｡軸方向柔細胞が道管に接してみられるが

数は少ない｡道管放射組織間壁孔は大型のふるい状ないしレンズ状 となる｡放射組織はほぼ同性で1-6列

ときに10列以上の広放射組織 となる｡小さい放射組織の高さは1mm以下であるが広放射組織はきわめ

て高い｡

分布範囲は暖帯｡本州,四国,九州,琉球,朝鮮,台湾,中国大陸に分布する常緑のつる性木本｡

タラノキ属 (AraliaL.)

タラノキ (AraliaelataSeemann)(写真166頁)

環孔材o孔圏道管は4-5列で直径はほぼ150-250FLm とやや大きい｡孔圏外小道管は直径30-50JJmで2-

3列をなし,多少うねりながら接線方向に帯状に長 くつながる｡道管は単穿孔を有し,側壁には10〟mほ
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どの壁孔が交互状にならぶ｡道管内腔にはチロースが存在する｡隔壁木繊維が存在する｡道管放射組織

間壁孔はやや大きいふるい状 となる｡放射組織は異性で1-6(普通4-6)列,高さは1mm以下となる｡さ

や細胞が存在する｡

分布範囲は温帯から暖帯｡北海道,本州,四国,九州,琉球,朝鮮,樺太,満州,アムール,ウスリ

ーに分布する｡山野に普通にみられる落葉低木｡辺材は自ないし黄白色,心材は淡灰ないし淡褐色で,

辺･心材の区別は不明瞭｡年輪は明瞭で肌目は粗 く,木理も不斉｡重さ中庸で,強さはむしろ弱い｡材は

器具 (箱,下駄,杓子,マッチ軸木など),家具 (机)など利用され,若芽は食用に供される｡

日本産広葉樹材の解剖学的記載ⅠⅠⅠ(木材研究 ･資料,33号)の訂正

(北海道大学の大谷 詩先生からのご指摘を参考にした｡)

87頁のズミの記載に以下の文を追加

道管にらせん肥厚がみられる｡

90頁のリンボクの記載の3行目 :

道管尾部■道管要素の尾部

91頁のシウリザクラの記載に以下の文を追加

ビスフレックがみられる｡

92頁のヤマザクラの学名

Koidzumi.+Koidzumi

92頁のオオヤマザクラの記載に以下の文を追加

ビスフレックがみられる｡

95頁のネムノキの記載の3行目 :

チロースや着色物質■着色物質

96頁のフジキの記載の4行目 :

内壁に■小道管の内壁に

97頁のハリエンジュの記載の2行目 :

道管内壁に■小道管内壁に

99頁のカンコノキの記載の2行目 :

放射柔細胞に■放射組織に

101頁のユズリハの記載の5行目 :

Ilicium■ Illicium
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チャンテンモ ドキ Choeyt)spondiasaxillan'sB.L.BurttetA.W.Hill
(ウルシ科 Anacardiaceae)

木口 (×25) b

C 柾目 (×200)

木口 (×100)

板目 (×100)
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ヌルデ RhusjauanicaL.
(ウルシ科 Anacardiaceae)

木口 (×25) b 木口 (×100)

柾目 (×100) d

- 59-

板目 (×100)
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ハゼノキ RhussuccedaneaL

(ウルシ科 Anacardiaceae)

木口 (×25) b

C 柾目 (×200) d

- 60-

板目 (×200)
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ヤマウルシ Rhustrichoca71)aMiquel

(ウルシ科 Anacardiaceae)

木口 (×40) b 木口 (×100)

柾目 (×200) d

- 61-

板目 (×100)
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ウルシ Rhusuerniclj7uaStockes

(ウルシ科 Anacardiaceae)

木口 (×100)

柾目 (×200) d

- 62-

板目 (×100)
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ヤマハゼ RhussylvestrisSieb.etZucc.

(ウルシ科 Anacardiaceae)

木口 (×25) b

柾目 (×200) d

- 63-

板目 (×80)
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ランシンポク PistaciachinensisBunge
(ウルシ科 Anacardiaceae)

C

木口 (×130)

柾目 (×200) d

- 64-

板目 (×130)
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メグスリノキ AcernikoenseMaxim.

(カエデ科 Aceraceae)

木口 (×130)

柾目 (×200) d

- 65-

板目 (×160)
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チ ドリノキ (ヤマシバカエデ)Acerca坤imfolium Sieb.etZucc.

(カエデ科 Aceraceae)

木口 (×25) b

C 柾目 (×200) d

- 66-
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コハウチワカエデ (イタヤメイゲツ)AcersieboldianumMiq.

(カエデ科 Aceraceae)

木口 (×130)

- 67-
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ハウチワカエデ AcerjaponicumThunb.

(カエデ科 Aceraceae)

木口 (×25) b

C 柾目 (×200) d

- 68-

板目 (×80)
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ヤマモ ミジ Acerpalmatum Thunb.subsp.matsumu71aeKoidz.
(カエデ科 Aceraceae)

C

木口 (×100)

柾目 (×200) d

- 69-
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クロビイタヤ AcermiyabeiMaxim.
(カエデ科 Aceraceae)

a 木口 (×25) b

C 柾目 (×160) d

- 70-

板目 (×160)
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イタヤカエデ AcermonoMaxim,subsp.marmoratumKitamura

(カエデ科 Aceraceae)

柾目 (×200)

- 71

板目 (×80)
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カラコギカエデ AcerginnalaMaxim.

(カエデ科 Aceraceae)

木口 (×100)

柾目 (×200) d

- 72-

板目 (×200)
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テツカエデ Acerni抄Onicum Hara
(カエデ科 Aceraceae)

柾目 (×200) d

- 73-

板目 (×160)



木材研究 ｡資料 第34号(1998)

オガラバナ AcerukurunduenseTrautv.etMeyer

(カエデ科 Aceraceae)

木口 (×25) b

C 柾目 (×200) d

- 74-

板目 (×80)
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ウリハダカエデ AcerrujinerueSieb.etZucc.
(カエデ科 Aceraceae)

木口 (×25) b

C 柾目 (×200) d

- 75-

板目 (×80)
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ウリカエデ (メウリノキ)Acerc71ataeglfoliumSiebetZucc.
(カエデ科 Aceraceae)

木口 (×25) b

C

木口 (×100)

柾目 (×200) d

- 76-

板目 (×200)
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アサノハカエデ Acera7gutumMaxim.
(カエデ科 Aceraceae)

木口 (×25) b

柾目 (×400) d

- 77-

板目 (×130)
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ムクロジ sapindusmukwossiGaertn.
(ムクロジ科 sapindaceae)

木口 (×25) b

C

木口 (×100)

柾目 (×200) d

- 78-

板目 (×100)
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トチノキ AesculusturbinataBlume

(トチノキ科 Hippocastanaceae)

木口 (×25) b 木口 (×100)

柾目 (×200) d

- 79-

板目 (×100)
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サクノキ MeliosmahachijoensisNakai

(アワブキ科 sabiaceae)

柾目 (×200) d

- 80-

板目 (×60)
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ヤマビワ MeliosmarigidaSieb.etZucc.
(アワブキ科 sabiaceae)

木口 (×25) b

柾目 (×160)

- 81-
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アワブキ Meliosmamyn'anthaSieb.etZucc.
(アワブキ科 sabiaceae)

木口 (×25) b

C

木口 (×100)

柾目 (×100) d

- 82-

板目 (×100)
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ミヤマハハ ソ MeliosmatenuisMaxim.

(アワブキ科 sabiaceae)

木口 (×25) b

C 柾目 (×200) d

- 83-

板目 (×80)
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タラヨウ IlexlatljuiaThumb

(モチノキ科 Aquifoliaceae)

C 柾目 (×200) d

- 84-

板目 (×80)
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モチノキ Ilexinteg71aThunb.

(モチノキ科 Aquifoliaceae)

木口 (×25) b

C 柾目 (×200)

- 85-
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クロガネモチ IlexrotundaThunb.

(モチノキ科 Aquifoliaceae)

柾目 (×200) d

- 86-

板目 (×80)
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ソヨゴ IlexpedunculosaMiq.

(モチノキ科 Aquifoliaceae)

木口 (×25) b

柾目 (×200) d

- 87-

板目 (×80)
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イヌツゲ Ilexc71enataThumb.

(モチノキ科 Aquifoliaceae)

C 柾目 (×160) d

- 88-

板目 (×80)
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クロソヨゴ Ilexsuge710kiMaxim

(モチノキ科 Aquifoliaceae)

柾目 (×200) ｣u
板目 (×80)

- 89-
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ナナミノキ (ナナメノキ)IlexchinensisSims

(モチノキ科 Aquifoliaceae)

木口 (×25) b

C 柾目 (×200) d

- 90-

板目 (×80)
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ウメモ ドキ Ilexser71ataThumb

(モチノキ科 Aquifoliaceae)

木口 (×25) b

柾目 (×200) d

- 91-

板目 (×80)
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タマ ミズキ IlexmicrococcaMaxim

(モチノキ科 Aquifoliaceae)

C 柾目 (×200) d

- 92-

板目 (×80)
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アオハダ IlexmacroPodaMiq

(モチノキ科 Aquifoliaceae)

木口 (×25) b

柾目 (×330) d

- 93-

板目 (×125)
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ツリバナ EuonymusoxyPhyllusMiq.

(ニシキギ科 celastraceae)

木口 (×25) b

C 柾目 (×320) d

- 94-

板目 (×200)
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マユ ミ EuonymussieboldianusBlume
(ニシキギ科 celastraceae)

木口 (×25) b 木口 (×100)

柾目 (×200) d

- 95-

板目 (×100)
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ツルマサキ EuonymusfortuneiHand.-Mazz.

(こシキギ科 celastraceae)

木口 (×25) b

C

木口 (×130)

柾目 (×200) d

- 96-

板目 (×60)
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マサキ EuonymusjaPonicusThumb

(こシキギ科 celastraceae)

木口 (×25) b 木口 (×200)

柾目 (×200) d

- 97-

板目 (×130)
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ニシキギ EuonymusalatusSieb
(ニシキギ科 celastraceae)

C 柾目 (×400) d

- 98-

板目 (×200)
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コマユ ミ EuonymusalatusSieb.f.ciliatodentatusHiyama
(ニシキギ科 celastraceae)

木口 (×25) b

柾目 (×500) d

- 99-

板目 (×130)
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モクレイシ MicrotroPisjaponicaH.Hallier
(ニシキギ科 celastraceae)

木口 (×25) b

C

木口 (×100)

柾目 (×200) d

- 100-

板目 (×100)
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ツルウメモ ドキ CelastrusorbiculatusThunb.

(ニシキギ科 celastraceae)

木口 (×25) b

柾目 (×200) 0

- 101-

板目 (×60)
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クロズル Tripte7つgium regeliiSpragueetTakeda

(ニシキギ科 celastraceae)

木口 (×25) b

C 柾目 (×160) d

- 102-

板 目 (×60)
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ミツバウツギ staphyleabumaldaDC

(ミツバウツギ科 staphyleaceae)

木口 (×25) b

C 柾目 (×200) d

- 103-

板目 (×80)
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ゴンズイ EuscaPhisjaponicaKanitz

(ミツバウツギ科 staphyleaceae)

C 柾目 (×130) d

- 104-
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ショウベンノキ TuゆiniaternataNakai

(ミツバウツギ科 staphyleaceae)

板目 (×80)

- 105-



木材研究 ｡資料 第34号(1998)

ツゲ BuxusmicyTOPhyllaSieb.etZucc.∀ar.japonicaRehd.etWils･

(ツゲ科 Buxaceae)

木口 (×25) b 木口 (×100)

柾目 (×200) d

- 106-

板目 (×100)
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クロタキカズラ HosieajaponicaMakino
(クロタキカズラ科 Icacinaceae)

木口 (×130)

柾目 (×200) d

- 107-

板目 (×80)
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タロウメモ ドキ RhamnusjaponicaMaxim.var.decipiensMaxim.

(クロウメモ ドキ科 Rhamnaceae)

木口 (×25) b

C

木口 (×130)

柾目 (×200) d

- 108-

板 目 (×130)
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クロツバラ RhamnusdauuricaPall.

(クロウメモ ドキ科 Rhamnaceae)

木口 (×25) b

C 柾目 (×200) d

- 109-
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ネコノチチ Rhamnellaf71anguloidesWeberb
(クロウメモドキ科 Rhamnaceae)

C 柾目 (×200) d

- 110-

板目 (×80)
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クマヤナギ Berchemia71aCemOSaSieb.etZucc.

(クロウメモ ドキ科 Rhamnaceae)

木口 (×25) b

C 柾目 (×200) d

- 111-
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ヨコグラノキ BerchemiaberchemiaefoliaKoidz.

(クロウメモ ドキ科 Rhamnaceae)

木口 (×25) b

C 柾目 (×160) d

- 112-

板目 (×80)
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ナツメ ZizhhusjujubaMill.
(クロウメモ ドキ科 Rhamnaceae)

木口 (×25) b

C 柾目 (×200) d

- 113-

板目 (×80)
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ハマナツメ Pariurus71amOSissimusPoir.

(クロウメモ ドキ科 Rhamnaceae)

C 柾目 (×200) d

- 114-

板目 (×80)



伊東 :日本産広葉樹材の解剖学的記載 Ⅳ

ケンポナシ HoueniadulcisThunb.

(クロウメモドキ科 Rhamnaceae)

C 柾目 (×200) d

- 115-

板目 (×80)



木材研究 ･資料 第34号(1998)

ツタ (ナツヅタ)parthenocissustricuspidataPlanch.
(ブドウ科 vitaceae)

木口 (×25) b

C 柾目 (×80) d

- 116-

板目 (×80)



伊東 :日本産広葉樹材の解剖学的記載Ⅳ

ノブドウ AmpelopsisbreuipedunculataTrautv.∀ar.heteroPhyllaHara
(ブドウ科 vitaceae)

木口 (×130)

柾目 (×160) d

- 117-

板目 (×80)



木材研究 ｡資料 第34号(1998)

ウドカズラ AmpelopsiscantoniensisPlanchon
(ブドウ科 vitaceae)

木口 (×80)

柾目 (×80) d

- 118-

板目 (×50)



伊東 :日本産広葉樹材の解剖学的記載Ⅳ

ヤマブドウ VitiscoignetiaePulliat
(ブドウ科 vitaceae)

木口 (×25) b

C 柾目 (×200) d

- 119-

板目 (×80)



木材研究 ･資料 第34号(1998)

サンカクヅル Vitisj7exuosaThumb.

(ブドウ科 vitaceae)

C 柾目 (×160) d

- 120-



伊東 :日本産広葉樹材の解剖学的記載Ⅳ

ホル トノキ Elaeocaゆussyluestn'sPoir.var.ellipticusHara

(ホル トノキ科 Elaeocarpaceae)

木口 (×25) b

C 柾目 (×200) d

- 121-



木材研究 ･資料 第34号(1998)

コバンモチ ElaeocaゆusjaponicusSieb.et.Zucc.

(ホル トノキ科 Elaeocarpaceae)

木口 (×25) b

C 柾目 (×160) d

- 122-

板目 (×80)



伊東 :日本産広葉樹材の解剖学的記載Ⅳ

オオバボダイジュ Tiliamaximou)iczianaShirasawa

(シナノキ科 Tiliaceae)

木口 (×25) b

C

木口 (×100)

柾目 (×200) d

- 123-

板目 (×150)



木材研究 ･資料 第34号(1998)

シナノキ TiliajaponicaSimonkai

(シナノキ科 Tiliaceae)

木口 (×25) b

C

木口 (×100)

柾目 (×100) d

- 124-

板目 (×100)



伊東 :日本産広葉樹材の解剖学的記載Ⅳ

ヘラノキ TiliakiusianaMakinoetShirasawa

(シナノキ科 Tiliaceae)

木口 (×25) b

柾目 (×200) d

- 125-

板目 (×80)



木材研究 ･資料 第34号(1998)

ムクゲ HibiscussyriacusL

(アオイ科 Malvaceae)

木口 (×25) b

C 柾目 (×200) d

- 126-

板目 (×80)



伊東 :日本産広葉樹材の解剖学的記載Ⅳ

フヨウ HibiscusmutabilisL.

(アオイ科 Malvaceae)

木口 (×25) b 木口 (×130)

柾目 (×200) d

- 127-

板目 (×130)



木材研究 ･資料 第34号(1998)

ヤマアサ (オオハマボウ)HibiscustiliaceusL.

(アオイ科 Malvaceae)

木口 (×25) b

柾目 (×200) d

- 128-

板目 (×100)



伊東 :日本産広葉樹材の解剖学的記載Ⅳ

モンテンポク (テ リハハマボウ)HibiscusglaberMatsumura

(アオイ科 Malvaceae)

C 柾目 (×200) d

- 129-

板目 (×60)



木材研究 ｡資料 第34号(1998)

アオギリ FirmianasimPlexW.F.Wight

(アオギリ科 sterculiaceae)

C 柾目 (×200) d

- 130-

板目 (×40)



伊東 :日本産広葉樹材の解剖学的記載Ⅳ

ガンピ WikstroemiasikokianaFr.etSav.

(ジンチョウゲ科 Thymelaeaceae)

木口 (×25) b

柾目 (×200) d

- 131-



木材研究 ･資料 第34号(1998)

ミツマタ Edgeworthiach7ySanthaLindley

(ジンチョウゲ科 Thymelaeaceae)

木口 (×25) b

C 柾目 (×200) d

- 132-

板目 (×130)



伊東 :日本産広葉樹材の解剖学的記載Ⅳ

ジンチョウゲ Daphneodo71aThumb

(ジンチョウゲ科 Thymelaeaceae)

木口 (×25) b

柾目 (×200) d

- 133-



木材研究 ｡資料 第34号(1998)

ナツグミ Elaeagnusmultlj7waThumb.

(グミ科 Elaeagnaceae)

C 柾目 (×200) d

- 134-

板目 (×80)



伊東 :日本産広葉樹材の解剖学的記載Ⅳ

アキグミ Elaeag n usumbellataThumb.

(グミ科 Elaeagnaceae)

C

木口 (×130)

柾目 (×200) d

- 135-

板目 (×130)



木材研究 ･資料 第34号(1998)

ツルグミ ElaeagnusglabraThunb.

(グミ科 Elaeagnaceae)

木口 (×25) b

C 柾目 (×200) d

- 136-

板目 (×100)



伊東 :日本産広葉樹材の解剖学的記載Ⅳ

ナワシログミ ElaeagnuspungensThunb.

(グミ科 Elaeagnaceae)

FhH一
002×JHlu

冒柾

- 137-



木材研究 ･資料 第34号(1998)

クス ドイゲ xylosmacongestumMerr.
(イイギリ科 Flacourtiaceae)

木口 (×25) b

C

木口 (×130)

柾目 (×200) d

- 138-

板目 (×130)



伊東 :日本産広葉樹材の解剖学的記載rI

イイギリ Idesiapolyca71)aMaxim

(イイギリ科 Flacourtiaceae)

C

木口 (×100)

柾目 (×200) d

- 139-

板目 (×100)



木材研究 ･資料 第34号(1998)

キブシ Stachyurusp71aeCOXSieb.etZucc.

(キブシ科 stachyuraceae)

木口 (×25) b

C 柾目 (×200) d

- 140-

板目 (×130)



伊東 :日本産広葉樹材の解剖学的記載1V

ギョリュウ TamarixtenuissimaNakai

(ギョリュウ科 Tamaricaceae)

木口 (×25) b

柾目 (×200) d

- 141-

板目 (×80)



木材研究 ｡資料 第34号(1998)

シマサルスべ リ LagerstroemiasubcostataKoehne

(ミソハギ科 Lythraceae)

木口 (×25) b

C

木口 (×100)

柾目 (×200) d

- 142-

板目 (×200)



伊東 :日本産広葉樹材の解剖学的記載Ⅳ

サルスベ リ LagerstroemiaindicaL.

(ミソハギ科 Lythraceae)

木口 (×25) b

C 柾目 (×200) d

- 143-

板目 (×130)



木材研究 ･資料 第34号(1998)

ザクロ Punicag71anatumL.

(ザクロ科 Punicaceae)

木口 (×25) b

C 柾目 (×200) d

- 144-

板目 (×80)



伊東 :日本産広葉樹材の解剖学的記載Ⅳ

オヒルギ BruguieyagymnorrhizaLamk.
(ヒルギ科 Rhizophoraceae)

C 柾目 (×130) d

- 145-



木材研究 ･資料 第34号(1998)

アデク Syz3gium buxljuium Hook.etArnott
(フ トモモ科 Myrtaceaae)

柾目 (×200) d

- 146-

板目 (×130)



伊東 :日本産広葉樹材の解剖学的記載Ⅳ

フトモモ SyzJgium dambosAIston

(フトモモ科 Myrtaceaae)

C 柾目 (×200) d

- 147-



木材研究 ･資料 第34号(1998)

ハシカンボク Bylediahi71SutaBlume

(ノボタン科 Melastomataceae)

木口 (×25) b 木口 (×130)

柾目 (×200) d

- 148-

板目 (×200)



伊東 :日本産広葉樹材の解剖学的記載Ⅳ

ウリノキ Alangiumplatamfolium Harmsvar.trilobumOhwi

(ウリノキ科 Alangiaceae)

木口 (×25) b

C

木口 (×130)

柾目 (×200) d

- 149-

板目 (×130)



木材研究 ｡資料 第34号(1998)

ヤマボウシ CornuskousaBuergerexHance

(ミズキ科 Cornaceae)

C 柾目 (×200) d

- 150-

板目 (×100)



伊東 :日本産広葉樹材の解剖学的記載Ⅳ

クマノミズキ Cornusmac7,09hyllaWallich
(ミズキ科 Cornaceae)

木口 (×25) b

C



木材研究 ｡資料 第34号(1998)

ミズキ ComuscontrouersaHemsl.

(ミズキ科 Cornaceae)

C

木口 (×100)

柾目 (×200) d

- 152-

板目 (×100)



伊東 :日本産広葉樹材の解剖学的記載Ⅳ

サンシュユ Cornusoj;PcinalisSieb.etZucc.
(ミズキ科 Cornaceae)

木口 (×25) b 木口 (×130)

柾目 (×200) d

- 153-

板目 (×80)



木材研究 ･資料 第34号(1998)

7*# AucubajaponicaThunb.

(ミズキ科 Cornaceae)

柾目 (×160) d 板目 (×130)



伊東 :日本産広葉樹材の解剖学的記載Ⅳ

ハナイカダ HelwingiajaponicaF.G.Dietr.
(ミズキ科 Cornaceae)

C 柾目 (×200) d

- 155-



木材研究 ･資料 第34号(1998)

コシアブラ AcanthopanarsciadophylloidesFr.etSav.
(ウコギ科 Araliaceae)

木口 (×25) b

C 柾目 (×200) d

- 156-

板目 (×130)



伊東 :日本産広葉樹材の解剖学的記載Ⅳ

ヤマウコギ AcanthopanaxspinosusMiq.

(ウコギ科 Araliaceae)

C 柾目 (×160) d

- 157-



木材研究 ･資料 第34号(1998)

ヒメウコギ (ウコギ)AcanthopanaxsieboldianusMakinoe

(ウコギ科 Araliaceae)

木口 (×25) b

C

木口 (×100)

柾目 (×200) d

- 158-

板目 (×100)



伊東 :日本産広葉樹材の解剖学的記載Ⅳ

タカノツメ EL,OdiopanaxinnouansNakai

(ウコギ科 Araliaceae)

木口 (×25) b

C Ei-06ll×nrtu
日
】

柾 板目 (×80)

- 159-



木材研究 ･資料 第34号(1998)

フカノキ SchejjPeraoctoPhyllaHarms
(ウコギ科 Araliaceae)

C 柾目 (×200) d

- 160-

板目 (×80)



伊東 :日本産広葉樹材の解剖学的記載rl

ハ リギリ (センノキ)KalopanaxpictusNakai

(ウコギ科 Araliaceae)

C

木口 (×100)

柾目 (×100) d

- 161-

板目 (×100)



木材研究 ｡資料 第34号(1998)

ハ リブキ OplopanaxjaPonicusNakai

(ウコギ科 Araliaceae)

木口 (×25) b

C

木口 (×100)

柾目 (×400) d

- 162-

板目 (×100)



伊東 :日本産広葉樹材の解剖学的記載IV

カクレミノ DendropanartnjidusMakino

(ウコギ科 Araliaceae)

木口 (×25) b

柾目 (×160) d

- 163-

板目 (×80)



木材研究 ･資料 第34号(1998)

ヤツデ FatsiajaponicaDenc.etPlanch.

(ウコギ科 Araliaceae)

木口 (×25) b

柾目 (×200) d

- 164-

板目 (×80)



伊東 :日本産広葉樹材の解剖学的記載lV

キヅタ HederarhombeaBean

(ウコギ科 Araliaceae)

C 柾目 (×160) d

- 165-

板目 (×80)



木材研究 ｡資料 第34号(1998)

タラノキ AraliaelataSeemann

(ウコギ科 Araliaceae)

木口 (×25) b

C 柾目 (×200) d

- 166-


